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表紙の写真：「江戸東京たてもの園　下町中通り」（小金井市）
文化的に価値の高い歴史的な建造物を移築し、復元・保管・展示するとともに、文化遺産として次代への継承を目指している江戸東京たてもの園。
園内東側の下町中通りでは、古き良き時代の商店街のような風情を感じることができます。



［テーマ］

商
あきな

い
新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の生活や行動は大きな変化を余儀
なくされました。徐々に日常が戻りつつある中、まちの賑わいの創出に向けて

挑み続ける商店や商店街の取組を紹介し、「商い」のあり方について考えます。

［東京名物神田古本まつり］ 千代田区
神田神保町には世界最大とも言われるほど古書店が集積しています。

例年10月下旬から11月上旬にかけて開催され、歴史的価値のある古文書
からアイドルのポスターなど様々なジャンルのものが充実し、約40万人
近くの人々が訪れる代表的なイベントです。新型コロナウイルス感染症
拡大以降は中止や規模縮小を余儀なくされつつも、各店舗の消毒対策や
ネット上で古書店内に立ち寄る仮想体験ができる「バーチャル神保町散
歩」を立ち上げるなど、創意工夫を凝らしながら環境の変化に柔軟に対
応しています。

東京名物神田古本まつり

［神田・秋田湯沢　七夕絵どうろうまつり］ 千代田区
神田駅西口商店街振興組合主催により隔年開催され夏の風物詩となっ

ています。江戸時代にかつてこの地にあった秋田藩佐竹家屋敷内にお祀り
され、今も現存する｢佐竹稲荷神社」が縁で、秋田県湯沢市と連携して30年
近く前から開催されています。

秋田県湯沢市から提供される本場の「七夕絵どうろう」が華やかに飾ら
れ、初夏の商店街が照らされます。また日本三大盆踊りである「西

にし

馬
も な い

音内
盆踊り」も披露され、東京の中心で秋田県湯沢市を旅している雰囲気を味
わうことができるため賑わっています。

神田・秋田湯沢　七夕絵どうろうまつり

［プレミアム付地域商品券・デジタルを活用した商店街のイベント］ 大田区
大田区には都内最多140の商店街があり、コロ

ナ禍においても、地域の特性に応じて商店会ご
とにプレミアムを付した商品券を発行するなど
様々な事業が行われてまいりました。また、地
域コミュニティの核である商店街は、四季折々
の事業を通じ、地域における賑わいづくりの役
割も担っています。コロナ禍で自粛傾向にあっ
たものの、非接触や感染症対策を施しながら、
令和₃年度は50を超えるイベント事業を行いま
した。特徴的なものとしては、デジタルを活用
したレシートキャンペーンやオンラインによる
仮装コンテストを実施し、各種SNSを通して区
民が参加できるイベントがありました。

オンラインによる仮装コンテスト
1



ジャズウォークが人気の「ストリート会場」の様子

JR阿佐ケ谷駅前広場で演奏する口笛奏者

商店街で観客を盛り上げるディキシーバンド

［阿佐谷ジャズストリート］ 杉並区
1995年に「阿佐谷をジャズで明るく元気なまちに」を合言葉にスタート

した「阿佐谷ジャズストリート」。レストランやカフェなどの店でジャズ
を楽しむ「バラエティ会場」やプロのジャズを堪能する「パブリック会
場」など、阿佐ヶ谷の様々な会場でジャズの音色が鳴り響きます。そして
屋外がメインとなる「ストリート会場」で観客を盛り上げるのが、JR阿佐
ケ谷駅から阿佐谷パールセンター商店街、杉並区役所周辺をバンドが練り
歩く「ディキシーランドジャズウォーク」です。商店街での買い物途中に
耳を傾けてみると、トランペットやクラリネット、パーカッションなどが
奏でる軽快なジャズサウンドを楽しめます。

㊗スタンプを押している様子 申請書を審査している様子登録店に設置したPOP

［レシートに沸く］ 足立区
コロナ禍及び原材料費高騰の影響を受けた区内経済の活

性化を目的とした消費喚起策の1つとして、区制90周年記
念事業「㊗レシートde90周年事業」を実施しました。

90周年の₉の数字にちなんで、約1,400店ある登録店で
は「900円以上の会計でレシート(または領収書)に㊗スタン
プを押し、消費者はそのレシートを₉枚集めて応募すると
最大2,500円分の商品券をプレゼントする」というものです。

コロナ禍で対面コミュニケーションが希薄となる状況下
でしたが、口コミで徐々に人気に火がつき、みんなでレ
シートを集める一大ムーブメントが起きました。「色々な
お店を回って楽しかった」「商品券で何を買おうか楽し
み」という消費者の声や、登録店からの「お客様と会話す
るきっかけになった」「普段より一品多く買ってもらえて
売上が増えた」という嬉しい反響があり、大変喜ばれまし
た。また、キャッシュレスか現金かといった決済方法を問
わないため、子どもからお年寄りまで、幅広い世代の方に
多数参加していただけました。 店頭ステッカーポスター
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猫の俳句イベント(住江町商店会)

青梅宿アートフェスティバル

青梅本町朝顔市（青梅本町商店会）

［青梅駅前の賑わい］ 青梅市
青梅街道は甲州街道の脇街道として江戸時代から要路でした。特に青梅駅周辺は青梅宿と呼ばれ、昔から脈々と引き継がれる地域

コミュニティが人情あふれるまちとして今も多くの人を惹きつけて
います。

青梅宿は「昭和レトロの町」「猫の町」として親しまれ、毎年
様々なイベントが開催されていましたが、近年は新型コロナウイル
ス感染症のため、縮小や中止を余儀なくされています。

そのような中、各商店街では工夫を凝らしながら、「青梅本町朝顔
市」や「青梅宿アートフェスティバル」等、季節ごとのイベントを
実施し、コロナ禍においても地域の賑わい創出に努めています。

［拝島ハイボールプロジェクト　拝島駅前商店会］  昭島市
拝島駅周辺の再開発後、生まれ変わった駅前通りを盛り上げていく名物を作ろうと深層地下水100％水道水の「あきしまの水」と地

域の酒造が醸造したリキュールを生かした「拝島ハイボール」を開発した拝島駅前商店会。
コロナ禍にアルコールを提供することに対する逆風に遭いながらも地道に活動した結果、様々なメディアから取り上げられ、第16

回東京商店街グランプリにて優秀賞を受賞。
来街者数・商店会加盟店舗数ともに増加し、今では商店会16店舗にて「拝

はいから

辛セット（ここでしか飲めない特別なハイボールと店舗ご
とのオリジナル辛いメニュー）」を提供できるようになりました。

新たな名物をきっかけに、商店会が一丸となり地域を元気にしています。

拝島ハイボールポスター 拝島駅前商店会MAP表紙拝島ハイボールポスター
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［上布田商栄会　福引大会＆謎解きゲーム］ 調布市
市内有数の大規模商店会が、₃年ぶりに商店会を楽しく巡る

イベントを開催しました。コロナ禍での開催を工夫しながら、
子どもから大人まで多くの参加者が熱心に謎解きゲームに参加
し、過去最高の来場者数となりました。イベントを通じて回遊
性を高めることで、地域のつながりの醸成や活性化につながる
よう、活動的に様々なイベントを企画しています。

上布田商栄会

［深大寺通り商店会　十王坂の審理カードゲーム］ 調布市
かつて商店会に地獄の裁判官「十王」の石像が祭られていたことか

ら、「十王」をイラスト化したオリジナルカードゲームを地元の印刷会
社と共同で制作しました。ゲームを通して、商店会に興味を持ってもら
うだけでなく、地域の交流や、子どもたちの知育の場につながるよう、
定期的にゲーム大会を企画しています。

深大寺通り商店会

町田駅前の大通りの様子

［町田駅周辺7商店会　フェスタまちだ］ 町田市
令和₄年₅月₈日、町田市の中心市街地で「第36回フェスタまちだ」が₃年ぶりに

開催されました。本イベントは、沖縄をはじめ町田市内外のエイサー団体が、町田駅
前の大通りを封鎖した会場で演舞を披露する「町田エイサー祭り」として市民に親し
まれています。

コロナ禍でイベント中止が各地で相次ぐ中、駅周辺₇つの商店会と₇つの大型店に
よる実行委員会では、「商都町田を牽引する中心市街地の商業関係者が先陣を切って
一歩を踏み出すことで、何かが変わっていくのではないか」という想いから「アフ
ターコロナへ向けた希望のフェスタまちだ」として開催決定し、当日の会場は、踊り
手の熱気に包まれ、₅万人の笑顔と拍手が湧きおこりました。

このイベントの成功は、関係者の絆をより一層強め、市内商店会の様々なイベント
企画や地域との日常的な交流活動に大きな後押しとなりました。

エイサー団体による演舞

ブース出展の様子
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［みずほまるカード事業］ 瑞穂町
令和₃年₃月に誕生した公式キャラクター「みずほまる」を活用し、商店の活性化を目的にみずほまるカード事業を実施しまし

た。令和₃年度は、東京みずほブランドとして、町がブランド認定している商品とみずほまるがコラボレーションした可愛らしいデ
ザインカードを作成し、各店舗で配布しました。町内外、老若男女、幅広い
世代の方がカード事業に参加し、友人や兄弟、ご家族等と町内の回遊を楽し
んでもらうことができました。また、今まで行ったことのない商店にも足を
運んでもらうことにつながり、事業者からも好評でした。

令和₄年度は第二弾として、町内を散策しながら、自然豊かな瑞穂町を
知ってもらうことを目的として、町内各所に設置されている景観モニュメン
トと自然をテーマに、みずほまるがコラボレーションしたユニークで可愛ら
しいデザインカードを₉種類作成しました。「みずほまる」が瑞穂町の魅力
を発見していくという設定で、各所に設置されているモニュメントを直接見
に行ってもらい、記念撮影したものを町の指定店舗で見せると無料でカード
がもらえます。指定店舗は、町の商業協同組合の協力により、たくさんの町
内店舗が参加しています。また、さやま花多来里の郷やシクラメン最盛期の
期間限定カードを作成し、₁年をとおして瑞穂町の魅力をみずほまると一緒
に楽しめる企画になっています。さらに、₆種類以上のカードを集めた方に
は、特別なデザインの限定カードを産業経済課で進呈するため、コレクター
の心をくすぐる企画となっています。

当事業により、町の魅力を再発見し、知られていない自然や個人商店を
PRし、商店の活性化、集客へつながることを期待しています。

令和3年度の様子令和4年度配布カード

令和3年度配布カード

令和4年度の様子
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［マリンスコーレ21フェスティバル］ 三宅村
三宅村では、毎年1回「マリンスコーレ21フェス

ティバル」を開催しています。₇月下旬ごろに行われ
島の夏の風物詩となっている三宅村商工会主催の夏祭
りです。令和₄年の₇月30日（土）、31日（日）開催を
予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により、一度は延期となってしまったものの、9月
24日（土）、25日（日）に₃年ぶりに開催することがで
きました。会場には焼きそばやかき氷など島内の飲食
店や青年団など多くの団体が模擬店を出店し、ステー
ジでは獅子舞や太鼓などの郷土芸能やカラオケ大会な
ど多様な演目が披露されました。₂日目の夜には564
発の花火が秋の夜空に打ち上げられました。

イベントの開催を心待ちしていた多くの島民が来場
し、大盛況となりました。

［島市］ 三宅村
島内経済団体が連携して、島で生産されている農

産物・漁獲物、加工品などの特産品といった島の地
産地消を島民や観光客等に広くPRするために、三
宅村商工会主催の島市を開催しています。新型コロナ
ウイルス感染症の影響で開催できずにいましたが、
令和₄年度は年に₅回開催を予定しており、₃年ぶ
りに第₁回目が10月10日（月）に開催されました。
当日は、明日葉や島とうがらし、ドラゴンフルーツ
など多くの農産物や、三宅島の近海でとれるむろあ
じを明日葉で燻製したもの、三宅島のパッションフ
ルーツを使用した飲み物といった三宅島の特産品が
販売されました。また、島内の飲食店やお土産屋さ
んも出店し、三宅島産業の魅力がPRされました。
その他にも抽選会や三宅支庁による輪投げやキック
ターゲットといった子供が遊べるコーナーも行わ
れ、多くの来場者が訪れました。
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丸一商店

［島の商店］ 御蔵島村
御蔵島村では個人商店が3軒あり、島民の台所として、また来島観光をされる方々の食料品などの購入先として、重要な役割を担っ

ています。
老舗の「西川商店」、「丸一商店」は地元島民の方々を中心に、そして「ふくまる商店」では、地元島民の方々はもちろんのこ

と、おみやげ物を求める観光客の方々や、来島が難しい方向けにインターネット通販の展開を行うことで幅広い層のお客様に対応を
しています。

昨今の感染症対策では3密の回避を基本として、営業時間の変更や、入店人数の制限を行うことで、継続した商店経営を行って
います。

このように商店を運営される方々の尽力に
より、島民の生活に密着した生活必需品の供給
体制が確保されることで、安定した社会・地域
活動に貢献いただいています。

本土において生活必需品がタイムリーに手
に入る時代、本村において港湾施設などの改善
により物流環境が改善されてはいますが、まだ
本土並みとは言えない状況です。

だからこそ、「物」を大切にする島民の想
いとともに、今後も島民を支える台所役として
商店経営を続けていただきたいと願うところです。

ふくまる商店

西川商店
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と
は
、
市
役
所
跡

地
の
活
用
を
検
討
し
た
「
市
民
１
０
０
人
委
員
会
」
で
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
「
立
川
南
口
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
生
ま
れ
、
そ
の
他
の
跡
地
の
有
効

利
用
の
検
討
や
若
手
事
業
者
育
成
の
た
め
の
研
修
を
行
う

う
ち
に
、
「
行
政
の
補
助
金
だ
け
に
頼
る
の
で
な
く
、
や

り
た
い
こ
と
を
自
分
た
ち
か
ら
発
信
し
て
ま
ち
を
元
気
に

し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

て
同
じ
思
い
を
持
っ
た
商
店
街
の
世
話
役
仲
間
と
設
立
し

た
の
が
「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
立
川
」
で
す
。
役
員
は

皆
、
無
報
酬
で
や
っ
て
い
ま
す
。

岩
下　
会
社
組
織
に
し
た
の
は
、
立
川
で
何
か
を
や
り
た

い
人
の
た
め
の
し
っ
か
り
と
し
た
拠
点
に
し
た
か
っ
た

し
、
商
店
街
の
強
み
で
あ
る
人
間
関
係
の
濃
密
さ
を
生
か

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
た
ち
へ
の
協
力
の
幅
を

広
げ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

商店街発信のまちづくりで地域を元気に！
時代とともに商店街が提供するものが｢物｣から｢事｣に変わり、今や商店街は「地域コミュニティの担い手」ともい
われています。立川駅南口で長年商いをしてきた岩下光明さん、長井琢英さんは、立川のまちが大好きな商店街の
仲間と「株式会社まちづくり立川」を平成26（2014）年に設立。立川に「FUN」を生み出し、「FAN」であふれる
まちにするため、農畜産物・加工品の卸しや販売、ものづくり型シェア工房やアンテナショップの運営などたくさん
のプロジェクトを手がけ、まちを元気にしてきました。そんな岩下さんと長井さんに、商人だからこそできるまち
づくりについて語っていただきました。

立川南口商店街連合会から生まれた「たちモンカード」は現在18種類。
左から多摩都市モノレールから生まれた「モノスビー」、鬼の遊具がある
錦通商店街のオニ公園（錦第二公園）の「ニシキオニ」、子どもを対象とした
ワークショップで描いてもらった絵から生まれた「タチタコミン」。

株式会社まちづくり立川

岩下光明さん・長井琢英さん

令和４（2022）年、念願かなって立川の魅力を発信する拠点「LULUテラス」
をオープン。
カフェと直売所で地元や姉妹都市の食材を満喫できる。

ものづくりで創業したい人のための学びと
出会いの場、シェア型工房｢T

ツ ク ー ル
school」。

製品の仕上げまでできるようにレーザーカッター、UVプリンター、工業用ミ
シン、革漉き・裁断機などを導入し、個室アトリエ、ミーティングブースも整備。
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論考

年
に
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
需
要
を
捉
え
、
多
様
な

働
き
方
を
支
援
す
る
た
め
に
、
完
全
閉
鎖
型
防
音
設
備
付

き
の
オ
フ
ィ
ス
「T

ト

ビ

ラ

ovilla

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
継
者
問
題
で
廃
業
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
多
摩

の
職
人
さ
ん
た
ち
を
支
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成

30
（
２
０
１
８
）
年
に
シ
ェ
ア
型
工
房
「T

ツ

ク

ー

ル

school

」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
多
摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
出
荷
量

は
、
か
つ
て
東
京
都
の
60
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
20
％
に
ま
で
激
減
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
も
の
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人
た
ち
が
学
び
、
出
会
い
、
つ
な
が

る
場
と
し
て
提
供
し
、
も
の
づ
く
り
で
起
業
を
目
指
す
人

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
実
施
。
現
在
、
30
人
ほ
ど
の
作
家

さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
展
開
す
る
と
き
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

は
、「
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。
ま
ち
に
人
を
集
め
る
に
は
、

楽
し
く
て
清
潔
感
が
あ
り
、
オ
シ
ャ
レ
で
な
け
れ
ば
。
ま

た
、「
う
ま
み
」
が
あ
る
か
ど
う
か
も
大
事
で
す
。
「
隣

の
ま
ち
よ
り
こ
の
ま
ち
で
開
業
す
る
ほ
う
が
成
功
率
が
高

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
、
こ
の
人
の
そ
ば
に
い
れ

ば
儲
か
り
そ
う
だ
と
い
う
引
き
寄
せ
の
力
が
「
う
ま
み
」

で
す
。

長
井　
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
に
当
社
は
「
立
川
南
口

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
」
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
地
元
自
治
会
や
立
川
を
利
用
す
る
学
生
に
も
入
っ

て
も
ら
い
、
南
口
に
関
わ
る
人
の
多
様
な
意
見
を
基
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
最
初
に
実
現
し
た
の
が
地

元
の
野
菜
の
販
売
店
「
の
ー
か
る
」
で
す
。
立
川
に
は
小

さ
な
都
市
型
農
家
が
多
く
、
販
売
所
に
作
物
を
持
っ
て

行
っ
た
り
引
き
上
げ
た
り
す
る
手
が
な
い
こ
と
が
課
題
で

し
た
。
そ
こ
で
当
社
が
農
家
さ
ん
を
回
り
、
野
菜
を
買
い

取
っ
て
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

人
と
人
を
つ
な
げ
る

長
井　
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
「T

テ
ク
ス
ト

XT

」
の
利
用
者
は
定
期
的

に
交
流
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
新
し
く
で
き
た
つ
な
が
り

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ
た
り
、
仕
事
を
依
頼
し
合
っ
た

り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
個
々
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
人

と
人
が
つ
な
が
れ
ば
大
き
な
原
動
力
に
な
る
。
今
度
は
こ

れ
を
や
ろ
う
、
こ
ん
な
も
の
を
つ
く
り
た
い
！　
と
創
造

す
る
姿
を
見
る
の
は
楽
し
い
し
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

岩
下　
立
川
で
起
業
を
目
指
す
の
は
若
い
人
や
主
婦
の
方

が
多
く
、
土
日
に
焼
き
菓
子
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
売
り
た

い
な
ど
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
や
プ
チ
起
業
と
い
う
傾
向
が
あ

PROFILE
岩下光明（いわした　みつあき）（右）

昭和33（1958）年大阪府生まれ。結婚を機に立川市へ。岩下商事
株式会社で不動産賃貸業を営み、平成14（2002）年に代表取締
役に就任。商店街では、立川商工会議所の常議員や立川市商店街
振興組合連合会の常任理事、錦商店街振興組合の専務理事、立川
南口まちづくり協議会の会長などを務める。平成26（2014）年に
は株式会社まちづくり立川を設立し、代表取締役に就任。商店街
の活性化に取り組むほか、多摩地域の大学等で講演実績多数。

長井琢英 （ながい　たくえい）（左）

昭和38（1963）年東京都立川市生まれ。飲食店、パチンコ店経営
を経て、現在有限会社カワイヤ代表取締役として不動産賃貸業を
営む。商店街では、16年前から地元商店街の理事に就任。立川南
口10商店街が集う立川南口商店街連合会の副会長を14年務め、
その間、商店街やまちの活性化に危機感を覚えた商店街の仲間と
株式会社まちづくり立川を設立し副社長に就任。令和４（2022）年
５月には立川南口商店街連合会の会長に就任し、商店街の仲間、
会社とともに商店街の活性化に取り組む。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

岩
下　
「
立
川
で
創
業
し
た
い
人
と
共
創
型
の
事
業
を
展
開

す
る
。
」
こ
れ
は
当
社
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
ま
ず
は

創
業
意
欲
を
持
っ
た
若
い
人
を
立
川
に
集
め
た
い
。
そ
の

た
め
の
拠
点
と
し
て
会
社
設
立
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
、
オ
ー
プ
ン
タ
イ
プ
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス「T

テ
ク
ス
ト

XT

」
で

す
。
当
時
、
立
川
に
は
そ
の
よ
う
な
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
が

な
か
っ
た
た
め
、
１
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
型
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
「K

コ

ダ

チ

O
D

A
C

H
I

」
が
完
成
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
ま
っ
た
資
金
で
、
内
装
に
は
奥
多

摩
産
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
ま
し
た
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）
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る
よ
う
で
す
。
起
業
の
第
一
歩
を
立
川
の
ま
ち
で
始
め
た

い
と
来
て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
。

僕
た
ち
が
し
て
い
る
の
は
、
経
営
を
教
え
る
と
い
う
よ
う

な
大
そ
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
所

を
つ
く
り
、
寄
り
添
い
、
仲
間
を
紹
介
し
、
相
談
で
き
る

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
お
手
伝
い
で
、
そ
れ
が
役
目
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
浸
透
す
る
こ
と
で
、
会
社
に
通
勤
し
て
い
た
人

が
地
域
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

人
た
ち
を
地
域
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

長
井　

デ
ジ
タ
ル
化
の
潮
流
は
商
店
街
に
も
あ
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
行
き
つ

く
と
こ
ろ
は
「
人
間
関
係
の
豊
か
さ
」
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
つ
な
ぐ
」
活
動
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
以

外
に
も
他
組
織
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
立
川
商
工
会
議

所
が
管
理
運
営
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
コ
ラ
ボ
」

も
そ
の
ひ
と
つ
。「
コ
ラ
ボ
」
は
、
立
川
市
内
で
起
業
す

る
方
の
た
め
に
１
年
間
店
舗
を
安
価
で
貸
す
企
画
で
、
起

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
し
、
体
得
し
て
も
ら
い
な
が
ら
独

立
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
か
ら
姉
妹
市
の
長
野
県
大
町

市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
観
光
情
報
発
信
プ
ラ
ザ
・
信

濃
大
町
ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ザ
」
の
委
託
運
営
も
し
て
い
ま

す
。
「
コ
ラ
ボ
」
を
経
験
し
た
後
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
３
年
間
店
長
を
し
て
も
ら
っ
た
方
が
、
念
願
か
な
っ
て

昨
年
食
堂
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
立
川
市
や
大
町
市
の

農
家
さ
ん
、
商
店
街
と
濃
密
な
関
係
が
で
き
、
仕
入
れ
も

経
営
も
順
調
で
す
。
立
川
が
好
き
に
な
っ
て
根
づ
い
て
く

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

魅
力
的
な
商
店
街
づ
く
り
で
回
遊
性
を
高
め
る

岩
下　

立
川
駅
の
南
側
に
は
、「
諏
訪
の
森
広
場
」・ 

「
立
川
市
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
」（
旧
市
役
所
跡
地
）・

「C

コ

ト

リ

ン

ク

o
to

Link

」（
立
川
の
魅
力
発
信
拠
点
と
し
て
昨
年

オ
ー
プ
ン
）
と
い
う
３
つ
の
拠
点
が
あ
り
ま
す
。
拠
点
間
を

回
遊
し
て
も
ら
い
な
が
ら
商
店
街
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
を

考
え
、「C

コ
ト
リ
ン
ク

otoLink

」
の
１
階
を
立
川
市
か
ら
借
り
て
、

「L

ル

ル

U
LU

テ
ラ
ス
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
の
ー
か

る
」
を
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
直
売
所
と
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
地
元
や
大
町
市
の
食
材
を
、
買
う
だ
け
で
な
く
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

長
井　
立
川
の
ま
ち
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
変
遷
し
て
き

ま
し
た
。
明
治
時
代
に
甲
武
鉄
道
が
で
き
、
そ
の
後
陸
軍

航
空
機
製
造
施
設
が
で
き
て
軍
事
施
設
や
工
場
が
集
中
す

る
ま
ち
に
。
戦
後
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
が
で
き
、
返

還
後
は
「
国
営
昭
和
記
念
公
園
」
や
「
ら
ら
ぽ
ー
と
立
川

立
飛
」
な
ど
が
誕
生
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
に
立
川
を
南
北
に
貫
く
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
が
開
通
し
た
の
は
、
人
を
呼
び
込
む
と
い
う
点
で

画
期
的
で
し
た
。
激
動
の
な
か
、
商
店
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
を
探
り
な
が
ら
一
生
懸
命
商
売
を
し
て
き
ま
し
た
。

南
口
の
商
店
街
は
小
さ
な
個
店
が
集
ま
る
ま
ち
並
み
が
特

徴
的
で
「
デ
ィ
ー
プ
な
立
川
」
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
エ
リ
ア
の
中
に
飲
食
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

世
界
中
の
も
の
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
立
川
南
口
商
店
街
連

合
会
（
10
商
店
街
の
連
合
）
の
事
務
委
託
業
務
も
行
っ
て

い
る
当
社
は
、
昔
な
が
ら
の
温
か
さ
が
残
る
南
口
商
店
街

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
試
み
と
し
て
、
お
店
の
人
が
講

師
と
な
っ
て
専
門
的
な
知
識
や
情
報
な
ど
を
教
え
る
「
街

ゼ
ミ
」
を
い
ち
早
く
導
入
。
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
「
立
川

南
フ
ェ
ス
タ
」
で
の
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
お
店
や
商
店
街
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し

た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
「
た
ち
モ
ン
カ
ー
ド
」
を
つ

く
り
、
店
に
ゲ
ッ
ト
し
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
商
店
街

で
仲
間
を
集
め
な
が
ら
ボ
ス
の
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
す
「
た
ち

モ
ン
ク
エ
ス
ト
」
は
大
盛
況
で
し
た
。
い
い
お
店
が
あ
る

の
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
悔
し
い
の
で
、
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

岩
下　
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
地
域
の
も
の
を
買
っ
て

も
ら
っ
て
地
域
に
利
益
を
還
元
し
て
い
く
。
商
店
街
は
今

後
、
経
済
循
環
型
の
地
域
づ
く
り
の
核
に
な
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
郊
外
型

の
暮
ら
し
が
見
直
さ
れ
、
立
川
に
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
増

え
ま
し
た
。
地
元
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
、
地
域
と
つ
な

が
り
た
い
と
い
う
人
が
多
く
、
住
ま
い
が
住
処
で
は
な
く

暮
ら
し
の
場
所
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

機
運
を
商
売
に
つ
な
げ
る
方
法
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

駅前のモノレールの下はかつて放置自転車だらけだったが、かわい
いベンチを置いてひと休みできるスペースに。１か月ほどタイムラプ
スビデオで使用状況をチェックし、市と交渉の末、13機の設置を実
現。さび止め塗装は子ども参加のワークショップで。この事業はま
ちづくり協議会と一緒に行った。
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論考

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

岩
下　
商
店
街
は
オ
ー
ナ
ー
社
長
の
集
ま
り
で
、
自
分
の

思
い
を
す
ぐ
に
仕
事
に
生
か
せ
ま
す
。
一
方
で
、
商あ
き
ん
ど人
と

は
単
に
経
営
者
で
は
な
く
、
地
域
と
つ
な
が
っ
て
商
売
を

し
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。
儲
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
大
き
な
命
題
で
す
が
、
な
ん
の
た
め
に
儲
け
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
事
。
地
域
の
人
を
笑
顔
に
し
、
ま
ち
を

元
気
に
す
る
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
る
商
店
街
が
あ
る
ま
ち
は
、
き
れ
い
だ
し
活
気
が
あ

り
ま
す
。
僕
た
ち
は
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
の
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
、
ま
ち
の
原
動
力
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
井　
ま
ち
が
良
く
な
れ
ば
人
が
来
る
。
人
が
来
れ
ば
お

店
が
賑
わ
う
。
お
店
が
賑
わ
っ
て
売
り
上
げ
が
上
が
れ
ば

お
店
は
う
れ
し
い
と
い
う
、
幸
せ
な
循
環
を
つ
く
り
た
い
。

そ
う
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
指
針

に
し
て
い
る
の

が
、
立
川
南
口

商
店
街
連
合
会
で

策
定
し
た
「
立
川

南
口
ま
ち
づ
く
り

宣
言
」
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
方
向

性
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
と
き
な

ど
は
必
ず
こ
こ
に

立
ち
返
り
ま
す
。

「
な
ぜ
商
店
街
の

た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動

を
？
」
と
聞
か
れ
る
と
僕
は
、「
晩
飯
の
お
か
ず
を
一
品
増

や
す
た
め
だ
よ
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
活
動
が
直
接
儲
け
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
自
分
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未
来
へ
託
す
想
い

岩
下　
商
店
の
後
継
者
不
足
は
立
川
で
も
切
実
な
問
題
で

あ
る
一
方
で
、
一
家
が
生
活
で
き
る
程
度
に
は
利
益
が
あ

る
と
い
う
お
店
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
は
、
資
本
と

経
営
を
そ
ろ
そ
ろ
分
け
て
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
続
け
た
く
て
も
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
場

合
、
創
業
し
た
い
人
に
商
売
を
継
承
す
る
よ
う
な
流
れ
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
プ
チ
Ｍ
＆
Ａ
の
よ
う
な
形
で
す
。

商
売
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
丸
ご
と
も
ら
え
る
の
は

若
い
起
業
者
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
な
は
ず
。
野
心
も
大

事
で
す
が
、
商
店
街
が
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
の
受
け
皿
に
な
っ
て
、
起
業
を
後
押
し
し
て
あ
げ

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
行
政
が
定
め
る
規
制
の
緩
和
と
手
続

の
簡
略
化
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。
た
と
え
ば
イ
ベ
ン
ト

を
や
る
際
の
道
路
の
利
用
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
手
続
が
と

て
も
大
変
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
輝
く
、
創
業
意
欲

の
あ
る
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
後

押
し
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

長
井　
若
い
人
た
ち
に
は
、「
声
を
か
け
て
く
れ
れ
ば
一
生

懸
命
手
伝
う
か
ら
、
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
よ
」
と
伝
え

て
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
し
、
あ
ま
り
シ
リ
ア
ス
に
考
え
ず
に
思
い
切
り

や
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
先
を
歩
い
て
い
る
人
間
が
身
近
に

い
る
の
が
、
ま
ち
で
起
業
す
る
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
僕

た
ち
は
商
売
を
や
っ
て
い
れ
ば
苦
し
い
と
き
が
あ
る
の
は

わ
か
っ
て
い
る
し
、
情
報
と
知
恵
、
経
験
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

昨
年
、「
立
川
南
フ
ェ
ス
タ
」
の
実
行
委
員
長
を
若
い

人
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
仲
間
を
集
め
、
コ
ア
メ

ン
バ
ー
を
つ
く
っ
て
楽
し
く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
フ
ェ
ス
タ
の
後
、
歩
行
者
天
国
に
し
た
道
の
清
掃
が

終
わ
る
と
、
道
路
の
ど
真
ん
中
で
皆
で
大
の
字
に
寝
転
が

り
、「
ま
た
来
年
だ
ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
合
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
…
。
生
き
残
る

た
め
に
耐
え
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
み
を
持
っ
て
や
り
た

い
こ
と
を
や
っ
て
、
次
代
を
担
う
人
た
ち
と
達
成
感
を
共

有
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

バスケットボールのまちとしての盛り上げは商工会議所と一緒に。立川を拠点とするプロバス
ケットボールチーム「立川ダイス」は３×３国内最高峰リーグで挑戦を続け、結成８年目にして５
人制のＢリーグにも参入。

①誰もが安全快適に利用できる歩行者重視のまちにしていきます。
②車や自転車の利用にも便利な交通環境を構築します。
③買い物や出会いを楽しめる商店街づくりに取り組みます。
④清潔で居心地のよいまちを目指します。
⑤人々の暮らしと共存する健全な商店街の実現を目指します。
⑥親しみやすく記憶に残る街並みづくりに取り組んでいきます。
⑦南口のまちの姿や地域情報を利用者に発信していきます。
⑧まちづくりに取り組む仲間を増やしていきます。
※この８つは、まちづくりのイベントをするときに必ず立ち返るビジョン。何のために、何を

目指して行うのかを皆で理解します。

立川南口まちづくり宣言
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平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
4
月
、
北
区
に
衝
撃
が
走

り
ま
し
た
。
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
度
に
紙
幣
が
刷

新
さ
れ
、
新
一
万
円
札
の
肖
像
に
、
北
区
ゆ
か
り
の
偉

人
・
渋
沢
栄
一
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
紙
幣
の
中
で

一
万
円
札
と
い
え
ば
、
日
本
国
民
の
み
な
ら
ず
、
世
界

中
の
人
が
目
に
し
、
手
に
取
る
お
金
で
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
描
か
れ
る
肖
像
は
、
日
本
を
代
表
す
る
「
顔
」

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
「
顔
」
が
渋
沢
栄
一
に
決
ま
っ
た
も
の
の
、
残

念
な
が
ら
、
当
時
、「
渋
沢
栄
一
が
北
区
の
人
」
と
い

う
認
知
が
、
世
間
は
も
と
よ
り
北
区
民
で
す
ら
低
い
状

態
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
「
顔
」
が
刷
ら
れ
る
国
立
印

刷
局
東
京
工
場
が
北
区
に
あ
る
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
北
区
を
P
R
す
る

絶
好
の
機
会
が
訪
れ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
逃
し
た
ら

と
い
う
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

後
述
の
と
お
り
、
渋
沢
栄
一
と
い
う
人
物
は
近
代
日

本
の
黎
明
期
に
お
い
て
多
岐
に
渡
る
分
野
で
業
績
を
残

し
た
人
物
で
す
。
そ
れ
故
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
北
区
の
P
R
に
繋
げ
ら
れ
る
か
非
常
に
悩
ま
し
い
も

の
で
し
た
。「
飛
鳥
山
や
そ
の
周
辺
の
名
所
を
繋
げ
て

観
光
資
源
に
し
た
い
」
、「
子
ど
も
た
ち
が
渋
沢
栄
一

と
い
う
偉
人
を
学
ん
で
北
区
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
ほ
し

Ⅰ　
新
一
万
円
札
の
顔
が
渋
沢
栄
一
に
！

　
〜
チ
ャ
ン
ス
と
ピ
ン
チ
の
到
来

い
」
、「
渋
沢
栄
一
を
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
し
よ

う
」
、「
区
内
経
営
者
に
渋
沢
栄
一
の
よ
う
な
実
業
家

を
目
指
し
、
北
区
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
、

「
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
自
治
体
と
交
流
を
深
め
た
ら
い

い
の
で
は
」
、
様
々
な
方
の
様
々
な
想
い
が
巡
り
ま
し

た
。そ

こ
で
区
で
は
、
そ
れ
ら
の
想
い
を
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
文
脈
の
中
で
一
括
り
に
受
け
止
め
、
全

庁
横
断
的
か
つ
公
民
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
の
で
す
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
詳
細 東京北区渋沢栄一プロジェクト紹介冊子表紙

Ⅱ　
北
区
と
渋
沢
栄
一
に
つ
い
て

〜
渋
沢
栄
一
が
人
生
の
拠
点
と
し
た
地
、北
区

に
入
る
前
に
、
渋
沢
栄
一
の
略
歴
や
北
区
と
渋
沢
栄
一

の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

渋
沢
栄
一
は
、
1
8
4
0
年
3
月
16
日
（
旧
暦
天
保

11
年
2
月
13
日
）
に
現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市
血
洗
島
で

生
ま
れ
、
昭
和
6
（
1
9
3
1
）
年
11
月
11
日
に
現
在

の
東
京
都
北
区
・
飛
鳥
山
の
地
で
91
年
の
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。
こ
の
生
涯
で
、
渋
沢
栄
一
は
、
徳
川
幕
府
、

明
治
政
府
に
仕
え
、
そ
し
て
実
業
家
へ
と
転
身
し
、
日

本
の
近
代
産
業
の
振
興
、
民
間
外
交
の
展
開
、
教
育
の

発
展
、
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に
多
く
携
わ
り
ま
し

た
。北

区
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
、
渋
沢
栄
一
が
明
治

10
（
1
8
7
7
）
年
に
飛
鳥
山
の
土
地
を
購
入
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
12
（
1
8
7
9
）

年
か
ら
別
荘
と
し
て
使
用
し
始
め
、
明
治
34

（
1
9
0
1
）
年
に
は
本
邸
と
し
、
91
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
こ
の
地
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
「
職
住
近
接
」
の

理
念
の
も
と
、
自
ら
設
立
に
関
わ
っ
た
抄
紙
会
社
（
後

の
王
子
製
紙
株
式
会
社
）
を
近
く
で
見
守
る
と
と
も

に
、
社
交
や
民
間
外
交
の
場
と
し
て
飛
鳥
山
の
邸
宅
に

多
く
の
賓
客
を
招
き
ま
し
た
。

渋
沢
栄
一
は
、
地
域
と
の
交
流
も
大
切
に
し
、
当
時

の
王
子
町
と
滝
野
川
町
を
結
ぶ
音
無
橋
開
通
の
支
援
、

西
ヶ
原
一
里
塚
の
保
存
へ
の
尽
力
な
ど
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
12
（
1
9
2
3
）
年
の
関

東
大
震
災
の
折
に
は
、
自
ら
の
邸
宅
を
食
糧
配
給
本
部

北　
区

90
年
の
時
を
経
て
、

　
　
　
　
渋
沢
栄
一
が
北
区
に
も
た
ら
し
た
も
の
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トピックス

と
し
て
提
供
し
、
復
旧
・
復
興
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
今
な
お
北
区
の
至
る
所
で
渋

沢
栄
一
に
関
わ
る
足
跡
や
逸
話
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
現
在
の
飛
鳥
山
公
園
の
一
角
に
あ
る
旧
渋
沢

庭
園
内
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
大
正

期
の
2
つ
の
建
物
、「
晩
香
廬
」
と
「
青
淵
文
庫
」
が
、

当
時
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
邸
宅
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念

財
団
の
付
属
施
設
で
あ
る
渋
沢
史
料
館
が
あ
り
ま
す
。

1　
「
渋
沢
栄
一
と
い
え
ば
北
区
」
に
！

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
4
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
（
図
）。
ま
ず
は
、

「
渋
沢
栄
一
と
い
え
ば
北
区
！
」
と
い
う
こ
と
を
世
間

に
認
知
さ
れ
る
よ
う
注
力
し
ま
し
た
（
第
1
フ
ェ
ー

ズ
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
（
図
）
を
定

め
、
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
プ
レ
ス
キ
ッ
ト
、
懸
垂
幕
や
ポ

ス
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
な
る
べ
く
目
立
つ
デ
ザ

イ
ン
で
制
作
し
、
こ
れ
か
ら
の
期
待
感
を
煽
り
ま
し

た
。

2　
深
谷
市
に
倣
え
！

渋
沢
栄
一
に
関
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
、

生
誕
の
地
・
深
谷
市
が
先
駆
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
深
谷
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
学
ぶ
べ
く
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
情
報
を
共
有

し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
深
谷
市
と
も
想
い
が
一
致
し
、
行

政
だ
け
の
繋
が
り
の
み
な
ら
ず
、
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の

企
業
・
団
体
を
巻
き
込
ん
で
大
き
な
う
ね
り
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
へ
と
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
動
き
は
、
後
の
包
括
連
携
協
定
締
結
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

3　
包
括
連
携
協
定
締
結
〜
青
天
の
霹
靂

そ
し
て
、
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
8
月
27
日
、
北

区
、
深
谷
市
の
ほ
か
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
企
業
・
団
体

を
含
む
六
者
が
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の
事
業
へ
の
協

力
や
渋
沢
栄
一
が
主
人
公
と
な
る
ド
ラ
マ
実
現
に
向
け

Ⅲ　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
黎
明
期

　
〜
広
が
る
渋
沢
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

晩香廬青淵文庫
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て
一
致
団
結
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
（
令
和
4

（
2
0
2
2
）
年
12
月
末
時
点
で
は
八
者
連
携
ま
で
拡
充
）。

と
こ
ろ
が
、
翌
月
9
日
、
新
札
決
定
に
続
く
そ
の
年

2
回
目
の
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、
令
和
3

（
2
0
2
1
）
年
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
渋

沢
栄
一
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
正
に
青
天
の
霹
靂
で
し

た
。
そ
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
掲
げ
て
い
た
令
和

6
（
2
0
2
4
）
年
を
目
途
に
様
々
な
展
開
を
図
っ
て

い
く
と
い
う
戦
略
か
ら
、
当
面
令
和
3
（
2
0
2
1
）

年
放
送
の
大
河
ド
ラ
マ
に
軸
足
を
置
い
た
P
R
戦
略
へ

と
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
（
次
章
詳

述
）。

4　
オ
ー
ル
北
区
で
盛
り
上
が
れ
！

大
河
ド
ラ
マ
決
定
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て

か
な
り
の
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。
渋
沢
栄
一
と
い
う

人
物
に
注
目
が
集
ま
る
と
、
区
民
や
区
内
事
業
者
の
関

心
も
高
ま
り
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う

気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
区
内
事
業
者
の
「
渋
沢
栄
一
み

や
げ
」
開
発
、
区
内
郵
便
局
に
よ
る
「
渋
沢
栄
一
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ポ
ス
ト
」
の
設
置
、
各
鉄
道
会
社
が
渋
沢
栄
一

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
、
有
志
の
方
々
に
よ
る

Y
o
u
T
u
b
e
配
信
な
ど
様
々
な
方
が
様
々
な
方
法

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ロ
ゴ
や
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ぶ
さ
わ
く
ん
」
を
手

掛
け
た
東
京
北
区
観
光
協
会
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
上
で
か
な
り
の
尽
力

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区
の
様
々
な
部
署
も
多
方
面
で
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。
多
数
の
来
訪
者
を
迎
え
る
た
め
に
営
繕
・
土
木
部

門
が
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
し
た
飛
鳥
山
公
園
、
博
物
館
や

図
書
館
に
よ
る
渋
沢
栄
一
関
連
の
展
示
、
教
育
委
員
会

が
小
中
学
生
向
け
に
制
作
し
た
副
読
本
、
区
内
を
走
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
各
部
署
が

持
つ
事
業
に
渋
沢
栄
一
を
関
係
づ
け
る
よ
う
知
恵
を
絞

り
、
実
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
区
民
や
区
内
事
業
者
と
も
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
く
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

神
髄
と
い
え
る
動
き
が
こ
こ
に
実
現
し
た
の
で
す
。

1　
23
区
初
の
大
河
ド
ラ
マ
館

大
河
ド
ラ
マ
の
制
作
が
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
の
ド
ラ

マ
の
主
人
公
ゆ
か
り
の
自
治
体
の
多
く
が
「
大
河
ド
ラ

マ
館
」
を
設
置
し
ま
す
。
「
大
河
ド
ラ
マ
館
」
は
、
大

Ⅳ　
渋
沢
×
北
区 

青
天
を
衝
け 

大
河
ド
ラ
マ
館

〜
23
区
初
の
大
河
ド
ラ
マ
館
が
北
区
に

渋沢栄一連携協定を締結

東京北区渋沢栄一プロジェクト広報キャラクター 
「しぶさわくん」

オープニングセレモニー
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河
ド
ラ
マ
に
関
す
る
物
や
そ
の
地
と
の
ゆ
か
り
等
も
絡

め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
限
定
の

展
示
で
す
。
大
河
ド
ラ
マ
が
、
幅
広
い
視
聴
層
と
長
い

期
間
で
放
映
さ
れ
る
国
民
的
な
番
組
故
に
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
か
ら
す
る
と
大
河
ド
ラ
マ
館
の
設
置
に
よ
り
、

年
間
数
十
万
も
の
人
が
訪
れ
、
経
済
効
果
や
観
光
、

P
R
効
果
は
非
常
に
大
き
い
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
盛
り
上
が
り
、
連
携
を
始
め
た

深
谷
市
が
設
置
の
名
乗
り
を
上
げ
る
中
、
北
区
も
東
京

23
区
初
と
な
る
大
河
ド
ラ
マ
館
の
設
置
に
つ
い
て
決
意

を
固
め
ま
し
た
。

2　
青
天
一
転
、
暗
雲
立
ち
込
め
る
こ
と
も

多
く
の
期
待
を
集
め
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
2

月
20
日
に
北
区
の
大
河
ド
ラ
マ
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
大
河

ド
ラ
マ
放
送
回
数
の
縮
小
な
ど
、
決
し
て
順
調
と
い
え

る
経
過
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
苦
境
に
負
け
る
こ
と
な
く
運
営
一
同
一
丸

と
な
っ
て
協
力
し
、
手
探
り
と
な
り
つ
つ
も
そ
の
時
に

打
て
る
戦
略
を
探
し
続
け
ま
し
た
。
主
演
俳
優
ら
を
招

い
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
大
河
ド
ラ
マ
館
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
大
が
か
り
な
仕
掛
け
、
J
R
改
札
付
近
の
壁
面

装
飾
な
ど
他
団
体
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
の
仕
掛
け
、
児

童
生
徒
へ
の
招
待
券
配
付
や
町
会
自
治
会
・
商
店
街
の

協
力
に
よ
る
周
知
な
ど
自
治
体
ら
し
い
仕
掛
け
、
こ
れ

ら
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
多
く
の
協
力
を
得
な
が
ら

多
角
的
に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
、
7
万
6
0
0
0
人
余
り
の

方
に
来
館
い
た
だ
き
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
12
月

26
日
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
無
事
閉
館
を
迎
え
ま
し

た
。
大
河
ド
ラ
マ
や
渋
沢
栄
一
と
い
う
人
物
を
通
し
て

地
元
が
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
北
区

や
飛
鳥
山
に
対
す
る
世
の
認
知
度
が
上
が
っ
た
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
渋
沢
栄
一
が
没
後
90
年
の
歳
月
を
経
て

北
区
に
遺
し
て
く
れ
た
財
産
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

渋
沢
栄
一
は
、
生
涯
で
約
5
0
0
に
及
ぶ
企
業
の
設

立
・
経
営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
約
6
0
0
も
の
社
会

貢
献
事
業
に
も
関
わ
り
、
「
道
徳
経
済
合
一
」
の
思
想

の
も
と
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
行
政

と
民
間
が
手
を
取
り
、
公
益
を
追
求
す
る
公
民
連
携
の

在
り
方
は
、
渋
沢
栄
一
が
目
指
し
た
社
会
を
実
現
す
る

一
つ
の
手
段
と
な
り
え
ま
す
。

前
述
の
大
河
ド
ラ
マ
館
の
運
営
は
、
東
京
北
区
大
河

ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
活
用
推
進
協
議
会
と
い
う
組

織
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
会
長
を
東

京
商
工
会
議
所
北
支
部
会
長
、
副
会
長
を
北
区
長
が
担

い
、
事
務
局
を
一
般
社
団
法
人
東
京
北
区
観
光
協
会
と

北
区
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
担
当
課
が
共
同
し

て
担
当
す
る
、
公
民
連
携
を
強
く
意
識
し
た
布
陣
で

し
た
。

協
議
会
の
委
員
も
関
係
団
体
各
所
か
ら
選
任
し
、
多

様
な
組
織
と
一
致
団
結
し
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
今

ま
で
に
な
い
手
法
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
数
多
く
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
公
民
連
携

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
契
機
と
し
て
、
大
い
に
意
義
が

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
館
の
閉
館
に
伴
い
、
こ
の
協
議
会
は
解

散
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
芽
吹
い
た
公
民
連
携
の
意
識

を
今
後
も
高
め
、
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
渋
沢
栄
一
の

理
念
の
も
と
オ
ー
ル
北
区
で
地
域
活
性
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

Ⅴ　
公
民
連
携
の
芽
生
え

〜
渋
沢
栄
一
の
思
想
と
と
も
に

閉館日当日
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利
島
は
、
北
緯
34
度
32
分
、
東
経
1
3
9
度
17
分
、

東
京
か
ら
南
へ
直
線
距
離
で
約
1
4
0
㎞
、
伊
豆
半
島

下
田
の
東
方
約
25
㎞
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
島
は
円
錐

形
で
、
周
囲
約
8
㎞
、
南
北
6
㎞
、
東
西
4
㎞
、
面
積

は
約
4
・
12
㎢
と
、
東
京
都
で
最
も
面
積
の
小
さ
な
村

で
す
。
海
岸
部
は
長
年
に
わ
た
る
浸
食
作
用
で
形
成
さ

れ
た
海
食
崖
が
続
き
、
湾
入
部
や
平
地
は
な
く
中
腹
北

寄
り
の
比
較
的
斜
度
が
な
だ
ら
か
な
位
置
に
集
落
が
立

地
し
て
い
ま
す
。

本
村
の
気
候
は
、
海
洋
の
影
響
を
強
く
受
け
て
気
温

の
年
較
差
が
小
さ
く
、
温
暖
多
湿
な
海
洋
性
気
候
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
黒
潮
の
流
路
に
近
い
た
め
、

同
緯
度
の
地
域
よ
り
温
暖
で
す
。
風
向
は
北
東
と
南
南

西
が
卓
越
し
、
強
風
は
冬
の
季
節
風
と
春
秋
の
低
気
圧

に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
大
風
速
が

10
m
／
s
以
上
の
強
風
日
数
（
平
年
値
）
が
年
間
で

1
2
2
・
1
日
も
あ
り
、
全
国
で
も
有
数
の
強
風
地
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
年
降
水
量
は
2
3
2
8
㎜

（
平
成
27
（
2
0
1
5
）
～
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年

Ⅰ　
利
島
村
の
概
要

の
平
均
）
と
、
全
国
の
平
均
降
雨
量
1
7
0
0
㎜
程
度

に
比
べ
て
多
く
、
梅
雨
前
線
や
台
風
の
影
響
を
受
け
る

7
月
～
10
月
に
多
く
の
降
雨
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
台
風
の
大
型
化
な
ど
も
あ
り
、
港
湾
施
設
の

損
壊
や
停
電
な
ど
の
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
特
に
強

風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
本
村
西
側
で
は
、
海
岸
沿
い

都
道
上
に
あ
る
電
線
の
断
線
等
が
発
生
し
、
浄
水
場
や

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
停
止
す
る
な
ど
、
島
民
の
生

活
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
村
は
東
京
都

と
連
携
し
、
本
村
に
お
け
る
整
備
目
標
な
ど
を
示
し
た

「
利
島
・
御
蔵
島
無
電
柱
化
整
備
計
画
～
電
柱
の
な
い

島
に
向
け
て
～
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
に
基
づ

き
、
激
甚
化
す
る
台
風
等
の
自
然
災
害
に
対
し
て
も
停

電
・
通
信
障
害
が
発
生
し
な
い
利
島
の
実
現
に
向
け

て
、
無
電
柱
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
村
の
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
国
勢
調
査
の
総
人

口
は
3
2
7
人
、
1
9
3
世
帯
で
、
昭
和
55

（
1
9
8
0
）
年
以
降
、
総
人
口
は
3
0
0
人
台
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
年
齢
3
区
分
別
に
見
る
と
、
年
少
人

口
50
人
（
15
・
3
％
）
、
生
産
年
齢
人
口
1
9
7
人

（
60
・
2
％
）、
高
齢
者
人
口
80
人
（
24
・
5
％
）
と
な

り
、
他
の
伊
豆
諸
島
に
比
較
す
る
と
生
産
年
齢
人
口
の

割
合
が
高
く
、
高
齢
化
の
進
展
が
遅
い
傾
向
に
あ
り
ま

Ⅱ　
人
口
推
移
と
住
環
境 利　

島　
村

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
利
島
村
を
目
指
し
て利島村全景
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す
。
し
か
し
、
現
在
の
人
口
動
態
が
今
後
も
続
い
た
場

合
、
令
和
42
年（
2
0
6
0
）
年
に
は
人
口
が
33
～

50
％
減
少
、
超
高
齢
化
を
迎
え
、
産
業
を
含
め
た
村
全

体
と
し
て
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
の
半
数
以
上
が
I
タ
ー
ン
移
住
者
で
構

成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
の
核
家
族
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
深
刻
な
住
宅
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
も
移
住
希
望
者
は
多
く
い
る
も
の
の
、
空
き

住
宅
が
な
い
こ
と
か
ら
受
入
れ
が
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
土
地
の
中
で
住
環
境
整
備
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
島
外
か
ら
資
材
や
人
材
を

調
達
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
額
な
建
築
費
や

工
期
の
長
期
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
確
保

が
で
き
な
い
こ
と
で
、
公
民
共
に
慢
性
的
な
人
材
不
足

に
陥
り
、
島
内
の
活
性
化
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

1　
全
国
有
数
の
椿
油
の
生
産
地

冬
場
に
な
る
と
激
し
い
風
が
打
ち
付
け
る
利
島
で

は
、
風
に
強
く
し
っ
か
り
根
を
張
る
椿
が
防
風
林
と
し

て
植
え
ら
れ
、
椿
油
の
生
産
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
は
古
く
江
戸
時
代
に
椿
油
で
年
貢
を
納
め
た

Ⅲ　
離
島
が
も
た
ら
す
豊
か
な
資
源

と
厳
し
い
自
然

記
録
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
後
2
0
0
年
以
上
に
わ
た

り
代
々
椿
畑
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
島

全
体
の
8
割
が
椿
の
生
産
林
で
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
全

国
有
数
の
椿
油
の
生
産
地
で
す
。
完
熟
し
て
弾
け
落
ち

た
種
子
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
拾
い
、
丹
念
に
絞
っ

た
香
り
高
い
芳
醇
な
椿
油
は
化
粧
品
等
へ
活
用
さ
れ
る

な
ど
島
の
特
産
品
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
椿
生
産
者
の
平
均
年
齢
は
70
歳
を
超
え
、
椿
畑
の

手
入
れ
や
収
穫
作
業
が
困
難
な
畑
も
出
始
め
て
お
り
、

利島の椿 収穫された椿の種子

南ヶ山園地からの眺望
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椿
の
種
子
の
収
量
減
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
U
・
I

タ
ー
ン
で
椿
産
業
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
若
手
や
、

島
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
も

徐
々
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
基
幹
産

業
の
担
い
手
確
保
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
齢
の
椿
林
の
林
床
に
は
ア
シ
タ
バ
や
モ
ミ

ジ
ガ
サ
（
シ
ド
ケ
）、
上
布
の
原
料
と
な
る
カ
ラ
ム
シ
、

世
界
最
大
の
ユ
リ
と
い
わ
れ
る
サ
ク
ユ
リ
等
の
植
物
が

繁
茂
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
島
の
中
央
に
あ
る
標
高

5
0
8
m
の
宮
塚
山
の
山
頂
を
挟
ん
で
島
の
南
か
ら
北

東
に
か
け
て
シ
イ
や
タ
ブ
な
ど
の
原
生
照
葉
樹
林
が
広

が
っ
て
お
り
、
数
多
く
の
巨
樹
が
存
在
す
る
な
ど
、
独

自
の
美
し
い
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
豊
か

な
自
然
を
持
つ
島
全
域
が
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
島
の
約
90
％
が
開
発
規
制
の
あ
る

特
別
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
の
南
部
に
位
置
す
る

南
ヶ
山
園
地
は
新
東
京
百
景
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、

伊
豆
諸
島
の
魅
力
的
な
景
観
が
眺
望
で
き
ま
す
。

2　
豊
富
な
海
の
恵
み

島
の
周
辺
海
域
は
、
海
底
が
岩
礁
か
ら
成
る
こ
と
か

ら
、
伊
勢
海
老
、
海
藻
類
の
磯
根
資
源
が
豊
か
で
す
。

潮
の
流
れ
が
非
常
に
速
い
中
で
生
育
し
た
魚
介
類
は
身

が
し
ま
り
、
食
感
も
味
も
抜
群
で
す
。
乱
獲
を
せ
ず
、

大
切
な
海
の
恵
み
を
守
り
育
て
る
漁
業
を
行
う
こ
と
か

ら
、
利
島
の
海
産
物
の
サ
イ
ズ
は
大
き
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
野
生
の
イ
ル
カ
が
周
辺
海
域

に
住
み
着
い
て
お
り
、
イ
ル
カ
と
一
緒
に
泳
ぐ
こ
と
が

可
能
な
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
も
本
村
の
新
た
な
観
光
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
本
村
で
は
、
利
島
港

が
島
民
生
活
に
お
け
る
他
地
域
と
の
交
流
玄
関
口
と
し

て
、
人
物
・
物
流
の
拠
点
、
漁
業
活
動
の
拠
点
と
な
り

ま
す
が
、
偏
西
風
の
強
く
な
る
冬
季
に
は
定
期
船
の
接

岸
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
大
型
客
船
が
着
か
な
い
と
、

物
流
も
途
絶
え
る
こ
と
か
ら
、
住
民
は
日
常
的
に
波
や

風
の
予
報
を
み
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

3　
水
不
足
と
向
き
合
い
続
け
た
歴
史

河
川
や
湧
水
の
な
い
利
島
で
は
、
昔
か
ら
水
不
足
と

向
き
合
い
続
け
、
命
を
育
む
水
を
大
切
に
扱
っ
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
島
を
散
策
す
る
と
、
「
シ
デ
」
と

呼
ば
れ
る
笹
の
枝
を
使
っ
て
雨
水
を
貯
め
て
い
た
当
時

の
「
水
か
め
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
39

（
1
9
6
4
）
年
に
簡
易
水
道
の
貯
水
池
が
完
成
し
、

ドルフィンスイム

シデと水かめ
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雨
水
を
ろ
過
し
て
水
道
給
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
10
（
1
9
9
8
）
年
か
ら
は
地
下
海
水
か
ら
塩
分
を

フ
ィ
ル
タ
ー
で
取
り
除
い
て
供
給
す
る
海
水
淡
水
化
装

置
を
利
用
し
た
水
の
供
給
が
開
始
さ
れ
、
渇
水
リ
ス
ク

は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
雨
量
が
安
定
し

な
い
こ
と
か
ら
、
給
水
原
価
が
高
額
な
海
水
淡
水
化
装

置
の
稼
働
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
水
道
事
業
が
村
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
で
す
。
加
え
て
、
淡
水
化
装

置
の
故
障
に
よ
る
断
水
や
限
ら
れ
た
取
水
源
へ
の
依
存

に
よ
る
渇
水
リ
ス
ク
な
ど
、
水
に
関
す
る
様
々
な
課
題

を
未
だ
に
抱
え
て
い
ま
す
。

令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
度
、
利
島
で
は
高
額
な
給

水
原
価
や
不
安
定
な
水
供
給
及
び
住
宅
環
境
整
備
の
難

し
さ
等
の
離
島
に
お
け
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

既
存
イ
ン
フ
ラ
に
頼
ら
な
い
形
で
電
力
を
自
立
供
給
で

き
る
「
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」
及
び
「
小
規
模
分

散
型
水
循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
搭
載
し
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
（
以
下
、
「
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
型
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
」
と
い
う
）
を
用
い
た
、
利
島
に
お
け
る
持
続
可
能

な
住
宅
整
備
の
実
証
事
業
を
行
い
ま
す
。
本
実
証
事
業

で
は
、
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
型
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
島
民

に
一
定
期
間
提
供
し
、
島
で
の
利
用
に
適
し
た
仕
様
や

Ⅳ　
離
島
に
お
け
る
水
資
源
・
住
宅

整
備
に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
て

運
用
方
法
、
各
種
可
能
性
を
検
証
し
ま
す
。

オ
フ
グ
リ
ッ
ド
型
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
本
村
の

狭
隘
な
道
路
や
設
置
場
所
の
都
合
か
ら
、
10
フ
ィ
ー
ト

単
位
の
各
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
場
所
で
連
結
し
て
一
つ
の

居
住
施
設
を
構
築
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
搭
載
す
る
小
規
模
分
散
型
水
循
環
シ
ス
テ
ム
は
、

排
水
を
欠
か
さ
ず
回
収
し
、
膜
処
理
・
生
物
処
理
・
殺

菌
処
理
な
ど
に
よ
り
再
生
し
、
安
全
に
循
環
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
水
の
再
生
循
環
利
用

に
よ
り
、
水
量
の
季
節
変
動
の
影
響
が
低
減
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
海
水
淡
水
化
装
置
へ
の
依
存
が
低
減

す
る
こ
と
で
、
施
設
の
長
寿
命
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
を
始
め
と
し
た
各
種
イ
ン
フ
ラ
と
の

接
続
が
不
要
な
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
型
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

で
は
、
イ
ン
フ
ラ
及
び
住
環
境
整
備
に
係
る
費
用
や
工

期
を
省
略
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
加
え
て
、

設
置
後
の
移
動
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
内
景
勝

地
で
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
活
用
や
防
災
時
等
の
一
時

滞
在
施
設
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
幅
広
い
活
用
方
法
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

実
証
結
果
を
踏
ま
え
て
、
利
島
の
既
存
公
共
施
設
及

び
住
宅
へ
の
「
小
規
模
分
散
型
水
循
環
シ
ス
テ
ム
」
の

実
装
や
、
住
宅
未
開
発
エ
リ
ア
へ
の
拡
大
な
ど
を
検
討

し
、
特
定
の
公
営
施
設
で
の
小
規
模
分
散
型
水
循
環
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
既
存
イ
ン
フ
ラ
か
ら
の
置
き
換
え
を
実

施
し
、
住
宅
や
施
設
へ
展
開
す
る
際
の
構
築
・
運
用
方

法
を
評
価
・
改
善
・
定
義
し
て
い
き
ま
す
。
長
期
的
展

望
と
し
て
、
職
員
住
宅
や
一
般
住
宅
を
含
む
島
内
全
域

の
施
設
に
対
し
て
、
小
規
模
分
散
型
水
循
環
シ
ス
テ
ム

へ
の
置
き
換
え
に
よ
っ
て
水
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
課
題
解

決
を
実
現
し
、
地
域
産
業
の
担
い
手
確
保
・
移
住
者
受

入
等
を
行
う
こ
と
で
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

Ⅴ　
今
後
の
展
望

オフグリッド型トレーラーハウスのイメージ
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東
京
都
市
長
会
事
務
局

東
京
都
市
長
会

　「
多
摩
地
域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」に
つ
い
て

東
京
都
市
長
会
（
以
下
「
市
長
会
」
と
い
う
）
で

は
、
多
摩
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
相
互

の
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
解
決
に
向
け
た
調
査

研
究
・
政
策
提
言
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
以
降
、
市

長
会
が
政
策
テ
ー
マ
と
し
て
推
進
し
て
い
る
「
多
摩
地

域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
取
組
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
契
機
に
、
官
・
民
を
問
わ
ず
デ
ジ
タ
ル

化
の
遅
れ
が
顕
在
化
し
、
対
応
が
急
務
と
な
り
ま
し

た
。
市
長
会
で
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を

多
摩
地
域
の
自
治
体
が
直
面
す
る
共
通
の
課
題
と
し
て

捉
え
、
解
決
に
向
け
て
東
京
都
（
以
下
「
都
」
と
い

う
）
へ
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
町
村
部
を
含
め

た
多
摩
地
域
の
自
治
体
職
員
が
参
画
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
以
下
「
P
T
」
と
い
う
）
を
結
成
し
、
広

域
的
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　
取
組
の
背
景

1　
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
の
取
組

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
4
月
に
多
摩
30
市
町
村
の

職
員
に
よ
る
P
T
が
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
域
自

治
体
と
し
て
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
か
ら
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
を
い
た
だ
き
、
都
の
デ
ジ
タ
ル

化
施
策
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

P
T
で
は
、
広
域
連
携

効
果
が
見
込
ま
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
職
員
業

務
効
率
化
を
実
現
で
き
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
各

自
治
体
に
実
施
し
た
意
識

調
査
の
中
で
も
関
心
が
高

か
っ
た
「
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
」
を
具
体
的
な

取
組
の
テ
ー
マ
と
し
て
定

め
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

「
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」
を
進
め
る
た
め

の
具
体
的
な
取
組
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
礎

Ⅲ　
こ
れ
ま
で
の
取
組

的
な
理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
全
体
の
底
上
げ
を
図
る

「
広
域
検
討
」
と
、
成
功
事
例
の
創
出
を
目
的
と
し
た

「
集
中
検
討
」
の
二
つ
を
設
定
し
ま
し
た
。

広
域
検
討
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
関
す
る
主
要

推進体制の概要

令和3（2021）年度の取組内容と成果
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な
民
間
ツ
ー
ル
の
比
較
検
討
を
実
施
し
、
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け
た
機
運
醸
成
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
の
障

壁
や
課
題
を
整
理
、
議
論
し
、
次
年
度
の
取
組
の
方
向

性
の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
集
中
検
討
に
お
け
る
実
証
実
験
で
は
、
多
摩

市
担
当
課
の
職
員
に
よ
る
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
、
学

童
ク
ラ
ブ
入
所
手
続
に
つ
い
て
、
既
存
の
業
務
プ
ロ
セ

ス
を
可
視
化
し
、
現
状
分
析
や
改
善
案
を
検
討
し
た
上

で
、
従
来
の
窓
口
申
請
や
郵
送
申
請
等
に
加
え
、
都
内

初
の
事
例
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
開
始
し
ま
し
た
。

取
組
の
結
果
と
し
て
は
、
実
証
実
験
期
間
中
の
申
請

総
数
の
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
半
分
に
満
た
な

か
っ
た
点
や
、
一
部
申
請
項
目
の
入
力
が
煩
雑
・
難
解

で
あ
り
、
U
I
ⅰ
の
観
点
で
更
な
る
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
い
っ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
住
民
の
利
便
性
の
向

上
と
職
員
の
業
務
効
率
化
を
実
現
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

2　
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
度
の
取
組

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
の
取
組
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
成
果
や
気
付
き
、
ま
た
新
た
に
見
え
て
き
た
課
題

を
踏
ま
え
、
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
度
は
、
次
の
3

つ
の
事
業
を
柱
と
し
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

（
1
）
職
員
の
知
識
向
上
・
マ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
向
け

た
研
修
事
業

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で
、
職
員
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
関
す
る
知
識
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
「
D
X
」
と
い
う
）
を
進
め
る
こ
と

に
対
す
る
意
識
が
十
分
で
な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
を

向
上
・
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
職
員
の
知
識
向
上
・
マ
イ
ン
ド
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
た
研
修
を
、
管
理
職
を
対
象
に
2
回
、

一
般
職
員
を
対
象
に
4
回
実
施
し
ま
し
た
。
各
研
修
の

様
子
は
動
画
と
し
て
記
録
し
、
後
日
配
信
を
行
う
こ
と

で
当
日
参
加
で
き
な
っ
た
方
に
も
学
習
の
機
会
を
提
供

し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

こ
れ
ら
の
研
修
を
補
完

す
る
た
め
、
別
途
研
修

動
画
を
6
講
座
作
成

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
専
用
サ
イ
ト
か
ら
、
い

つ
で
も
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
ツ
ー
ル
や
A
I-

O
C
R

ⅱ
、
R
P
A
ⅲ
、
A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
の
D
X
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
10
社
を
集
め
た
「
D
X
ツ
ー
ル
操

作
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を
多
摩
地
域
で
開
催
し
、
職
員
の

D
X
ツ
ー
ル
に
対
す
る
知
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

各
自
治
体
と
ツ
ー
ル
ベ
ン
ダ
ー
が
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る

機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
り
具
体
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く

に
当
た
っ
て
は
、
現
状
の
業
務
フ
ロ
ー
を
見
直
し
、
抜

本
的
に
再
設
計
す
る
業
務
改
革
（
B
P
R
）
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
庁
的
に
B
P
R
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
施
策
を
所
管
す

る
部
署
だ
け
で
な
く
、
各
業
務
の
担
当
課
を
含
む
全
て

の
職
員
が
B
P
R
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が

iv

望
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
B
P
R
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

を
習
得
し
、
現
状
の
業
務
フ
ロ
ー
を
作
成
す
る
実
践
的

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
3
回
開
催
し
ま
し
た
（
第
1

回
は
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
手
続
、
第
2
回
は
住
民
異
動

届
、
第
3
回
は
介
護
保
険
住
宅
改
修
費
給
付
を
テ
ー
マ

と
し
て
実
施
）。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
自
治

体
の
枠
組
み
を
越
え
、
同
じ
業
務
を
担
当
す
る
職
員
相

互
の
交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
フ

ロ
ー
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
改
善
に
向
け
た
気

付
き
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
2
）
B
P
R
を
通
じ
た
実
証
事
業

成
功
事
例
の
創
出
を
目
的
と
し
た
集
中
検
討
と
し

て
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
は
、
多
摩
市
の
協
力

の
下
で
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
手
続
に
つ
い
て
、
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
含
め
た
B
P
R
を
行
い
ま
し
た
。
令
和

4
（
2
0
2
2
）
年
度
は
、
こ
の
取
組
に
よ
り
得
ら
れ

た
知
見
の
深
化
を
図
る
た
め
、
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
手
続

の
一
層
の
B
P
R
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
が
原
則

全
て
の
自
治
体
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
求
め
て
い
る
手
続
の
一
つ
で
あ

る
妊
娠
の
届
出
の
B
P
R
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
の
取
組
も
5
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
月
1

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
検
討
を
重
ね
た
上

で
、
お
お
む
ね
1
か
月
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し

た
。学

童
ク
ラ
ブ
入
所
手
続
の
一
層
の
B
P
R
に
つ
い
て

は
、
八
王
子
市
、
昭
島
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
の
参
加

に
よ
り
、
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
加
え
、
A
I

-

O
C
R
や
R
P
A
等
の
D
X
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
る
業

DX ツール操作体験セミナーの様子
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務
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
参
加
自
治
体
間
で

の
事
務
処
理
の
共
通
化
を

検
討
・
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。実

証
実
験
の
結
果
と
し

て
は
、
参
加
自
治
体
の
全

て
で
当
初
の
想
定
を
上
回

る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
導
入
に
伴
う
窓
口
の
混
雑
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
A
I-

O
C
R
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
う
帳
票
の

見
直
し
（
記
述
式
か
ら
選
択
式
へ
の
変
更
等
）
に
よ
る

事
務
処
理
効
率
の
向
上
や
帳
票
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
市
民
負
担
の
軽
減
等
の
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
A
I-

O
C
R
の
読
み
取
り
精
度
や

R
P
A
の
動
作
確
実
性
の
向
上
に
よ
る
職
員
の
確
認
作

業
に
要
す
る
負
担
の
低
減
、
R
P
A
の
シ
ナ
リ
オ
作
成

ス
キ
ル
の
習
得
機
会
や
ス
キ
ル
保
有
者
の
確
保
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
手
続
と
紙
で
の
手
続
が
併
存
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
効
率
的
な
文
書
管
理
の
在
り
方
の
検
討
等
、

今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
も
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

妊
娠
の
届
出
の
B
P
R
に
つ
い
て
は
、
調
布
市
、
多

摩
市
、
あ
き
る
野
市
の
参
加
に
よ
り
、
「
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
」v
を
活
用
し
た
届
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、

届
出
に
伴
い
実
施
し
て
い
る
妊
婦
面
談
に
係
る
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
、
面
談
内
容
の
A
I
を

活
用
し
た
文
字
お
こ
し
等
の
実
装
を
視
野
に
、
参
加
自

治
体
間
で
の
事
務
処
理
の
共
通
化
を
検
討
・
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

実
証
実
験
の
結
果
と
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届

出
や
面
談
の
実
施
等
に
よ
る
住
民
の
利
便
性
向
上
や
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
出
不
安
の
解
消
な
ど
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
届
出
・
面
談
共
に
実
証
実
験
期

間
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
件
数
が
少
数
に
と
ど
ま

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
等
が
で
き
る
こ
と
の
認
知
度

が
依
然
と
し
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
や
、
A
I
を
活
用

し
た
文
字
お
こ
し
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
等
の
機
材
や
周

辺
環
境
が
変
換
精
度
に
大
き
く
影
響
し
、
役
所
窓
口
に

お
け
る
使
用
で
十
分
な
精
度
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
課

題
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
と
し
て

加
え
る
こ
と
で
面
談
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

支
援
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
増
加
に
寄
与
す
る
反
面
、

対
面
で
の
面
談
と
比
較
し
、
微
妙
な
表
情
や
声
の
ト
ー

ン
な
ど
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
難
し
く
、
妊
婦

の
心
配
事
を
把
握
し
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と
い
う
観

点
で
は
対
面
で
の
実
施
が
有
効
で
あ
る
と
い
っ
た
気
付

き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
手
続
等
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
認
知
度
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
に
つ
い
て
は
、
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
提
示
し
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
妊
娠
の

届
出
か
ら
妊
婦
面

談
ま
で
を
一
気
通

貫
で
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
様
々
な

住
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
最
適
な
手
段

を
検
討
し
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

（
3
）
各
自
治
体
の
取
組
の
支
援

各
自
治
体
が
実
施
す
る
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
事
務
処
理
の
効
率
化
に
関
す
る
事
業
を
支
援
、
活
性

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1
自
治
体
当
た
り

令和4（2022）年度の事業体系

AI-OCR 使用の様子（羽村市）

オンラインでの妊婦面談の様子（多摩市）
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トピックス

1
千
万
円
／
年
を
上
限
と
し
た
「
多
摩
・
島
し
ょ
行
政

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
事
務
処
理
効
率
化
推
進
事
業

助
成
金
」
（
以
下
「
デ
ジ
タ
ル
助
成
金
」）
を
創
設
し

ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
自
治
体
で
の
導
入
事
例
が
増
加
し
て
い

る
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
ツ
ー
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
多
摩
30
市
町
村
の
規
模
の
効
果

を
生
か
し
て
共
同
調
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
価
格

で
利
用
で
き
る
よ
う
各
事
業
者
と
調
整
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
以
降
は
、
よ
り
一
層

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
成
功
事
例
の
共
有
な
ど
、
規
模
の

効
果
を
更
に
生
か
せ
る
よ
う
、
都
が
恒
久
的
に
調
達
に

係
る
取
り
ま
と
め
を
行
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

多
摩
地
域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
い
て
徐
々
に
進
捗
を
み
せ
始
め
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
対
応
す
べ
き
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
お
り
、
市
長
会
と
し
て
も
一
層
取
組
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
多
摩
地
域

に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
い
う
政
策
テ
ー
マ

は
、
当
初
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
か
ら
令
和
5

（
2
0
2
3
）
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、
現
状
を
踏
ま
え
、
取
組
期
間
を
令
和
7

（
2
0
2
5
）
年
度
ま
で
延
長
し
て
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
は
、
職
員
向

け
の
研
修
事
業
に
つ
い
て
、
同
じ
く
研
修
事
業
を
実
施

Ⅳ　
今
後
の
展
望

し
て
い
る
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
、
東
京
都
市
町
村

職
員
研
修
所
と
連
携
し
役
割
を
整
理
し
た
上
で
、
多
摩

地
域
の
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
必
要
な
研
修
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
新
た
な

B
P
R
の
事
例
を

創
出
す
る
た
め
、

窓
口
で
一
度
提
出

し
た
情
報
は
二
度

提
出
す
る
こ
と
を

不
要
と
す
る
「
ワ

ン
ス
オ
ン
リ
ー
」

の
実
現
に
向
け
、

役
所
窓
口
業
務
の

D
X
に
取
り
組
み

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
デ

ジ
タ
ル
助
成
金
に

つ
い
て
も
令
和
5

（
2
0
2
3
）
年

度
以
降
は
年
額
上

限
を
3
千
万
円
に

引
上
げ
、
令
和
7

（
2
0
2
5
）
年

度
ま
で
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
多
摩
30
市

町
村
の
取
組
を
よ

り
一
層
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
機
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
、
行
政
に
関
わ
る
様
々
な
課
題
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
そ
れ
に
伴

う
税
収
減
な
ど
従
前
か
ら
の
課
題
へ
の
対
応
も
本
格
化

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
自
治
体
運

営
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
市
長
会
と
し

て
も
、
多
摩
地
域
が
住
民
に
と
っ
て
誇
り
と
愛
着
の
あ

る
豊
か
な
地
域
と
し
て
、
未
来
に
向
け
て
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

i	U
ser Interface

の
略
。
利
用
者
に
と
っ
て
の
使

い
や
す
さ
。

ii	

ス
キ
ャ
ナ
な
ど
で
読
み
込
ん
だ
画
像
情
報
の
中
か

ら
人
工
知
能
（
A
I
）
に
よ
り
手
書
き
文
字
な
ど

を
文
字
デ
ー
タ
へ
と
変
換
す
る
技
術
。

iii	R
obotic Process A

utom
ation

の
略
で
、
人

間
が
行
う
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
等
の
操
作
を
自

動
化
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
総
称
。

iv	B
usiness Process R

e-engineering

の
略
。

v	

国
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
。

V　
お
わ
り
に

令和5（2023）年度の事業体系
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主　
　
　
催　
特
別
区
長
会
・
東
京
都
市
長
会
・
東
京
都
町
村
会

企
画
・
運
営　
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
・
公
益
財
団
法
人
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
10
月
３
日
の
「
共
同
宣
言
」
に
基
づ

き
、
東
京
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
み
ど
り
の
保
全
に
つ
い

て
、
東
京
都
内
の
全
62
市
区
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て

取
り
組
む
事
業
で
す
。

詳
細
は
、
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62 h

ttp
s://all62.jp

/

）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
自
治
体
に
お
け
る
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
諸
施
策
を
検
討
・
実
施
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
基
礎
デ
ー
タ
で
す
。
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
に
特
別
区
を
対
象
と
し
た
「
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
算
定
手
法
」
を
独
自
に
策
定
し
、
そ
の

後
対
象
地
域
を
拡
大
し
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に

は
都
内
全
域
を
対
象
と
し
た
改
定
版
を
策
定
し
ま
し

Ⅰ　
都
内
市
区
町
村
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
算
定
手
法
の
共
有
化
推
進

た
。
こ
の
手
法
を
都
内
62
市
区
町
村
で
共
有
化
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
算
定
手
法
を
用
い
て
各
自
治
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
出
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
都
内
各

市
区
町
村
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp
s://all62.jp

/jig
y
o/g
h
g
.h
tm
l

）

　

都
内
各
市
区
町
村
で
は
、
こ
の
結
果
を
活
用
し
て
対

策
施
策
の
検
討
や
、
実
行
計
画
の
策
定
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
各
自
治
体
の
環
境
施
策
の
企
画
や
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
目
標
管
理
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

62
市
区
町
村
が
実
施
す
る
み
ど
り
の
保
全
や
地
球
温

暖
化
防
止
の
取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
各
自
治
体

の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62
｣は
、
誰
も
が
い
つ
で
も

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
活
動
に

参
加
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

Ⅱ　
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
助
成
金
交
付

Ⅲ　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
・
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

市区町村別 CO2 排出量（令和元（2019）年度）
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トピックス

〈
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
〉

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容

・
62
市
区
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
施
策
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
「
東
京
62
市
区

町
村
イ
チ
オ
シ
環
境
施
策
」

・
62
市
区
町
村
の
環
境
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
を

ま
と
め
た
「
市
区
町
村
環
境
デ
ー
タ
一
覧
」

・
62
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
エ
コ
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ま
と
め
た

「
新
着
情
報
・
お
知
ら
せ
」
、
「
イ
ベ
ン
ト
一

覧
検
索
」

・
62
市
区
町
村
で
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
レ

ポ
ー
ト
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
「
み
ど
り

東
京
レ
タ
ー
」

・
62
市
区
町
村
の
環
境
に
関
す
る
情
報
を
個
別
に

ま
と
め
た
「
環
境
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
事

業
の
概
要
と
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
事
業
報
告
等

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ネ
ッ
ト
東
京
62
｣に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
内
外
で
気
候
変
動
に
起
因
す
る
気
象
災
害

が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
、「
気
候
危
機
」
と
言
わ

れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
「
緩
和
策
」
と
、
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
る
被
害
を
回
避
・
軽
減
す
る
「
適
応
策
」

に
つ
い
て
、
国
内
外
で
の
取
組
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
今
後
、
「
緩
和
策
」
と

「
適
応
策
」
の
両
面
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広

範
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
組
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

Ⅳ　
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

Ⅴ　
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
調
査

研
究

た
、
幅
広
い
分
野
で
取
り
組
む
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

が
様
々
な
波
及
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
環
境
保
全
分
野
も
含
め
た
政
策
の
全

体
最
適
化
を
図
り
な
が
ら
、
様
々
な
地
域
課
題
や
地
球

規
模
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
も
重
要

で
す
。

本
事
業
は
、
都
内
62
市
区
町
村
が
上
記
の
よ
う
に
求

め
ら
れ
る
役
割
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
に
合
わ
せ
た
「
脱
炭
素
社
会
」
と
「
気
候
変
動
に

適
応
し
た
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
研
究
す
る
も
の

で
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
か
ら
３
か
年
の
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
年
目
と
な
る
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
は
、
複

数
の
部
署
を
巻
き
込
み
、
課
題
解
決
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
研
究
会
を
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
実
施
し
ま
し

た
。
研
究
会
は
、
都
内
全
自
治
体
を
対
象
と
し
た
｢62
市

区
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
、
登
録
自
治
体
に
よ
る
緩

和
策
と
適
応
策
の
２
つ
の
「
分
科
会
」
を
中
心
に
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

｢62
市
区
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
脱
炭
素
社
会

や
気
候
変
動
に
適
応
し
た
社
会
に
つ
い
て
の
有
識
者
に

よ
る
講
演
や
、
研
究
会
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し

た
。
「
分
科
会
」
で
は
、
先
進
自
治
体
の
事
例
報
告
な

ど
の
情
報
提
供
、
モ
デ
ル
試
行
に
よ
る
「
公
共
施
設
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
施
設
導
入
の
検
討
」
や
「
地
域
懇

談
会
の
開
催
」
の
中
間
報
告
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
課

題
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。
先
進
自
治
体
の
見
学
会
も

実
施
し
、
Ｅ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
太
陽
光
発
電
設
備
、

蓄
電
池
設
備
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
の
庁
舎
等
を
見
学
し
ま
し

た
。

「ECO ネット東京 62」のトップページ
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こ
の
他
に
も
、
研
修
会
等
に
活
用
で
き
る
公
開
情
報

の
ま
と
め
を
登
録
自
治
体
に
配
布
し
た
ほ
か
、
希
望
す

る
自
治
体
に
対
し
て
個
別
相
談
会
を
実
施
し
、
各
自
治

体
の
環
境
等
に
応
じ
た
取
組
を
提
案
し
ま
し
た
。

本
研
究
の
成
果
を
基
に
、
多
く
の
自
治
体
が
「
緩
和

策
」
と
「
適
応
策
」
の
推
進
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
分
野
を
取
り
巻
く
情
勢
が
年
々
変
化
し
て
い
る

中
、
市
区
町
村
が
環
境
行
政
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
担
当
職
員
の
能
力
開
発
、
資
質
向
上
を
図
る

こ
と
が
従
来
に
も
増
し
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
り
実
施
し
、
環

境
分
野
の
担
当
職
員
が
習
得
し
て
お
く
べ
き
基
礎
的
情

報
や
環
境
施
策
の
課
題
、
先
進
事
例
、
国
内
外
の
動
き
と

Ⅵ　
オ
ー
ル
東
京

環
境
担
当
者

研
修
会

い
っ
た
最
新
の
知
見
等
の
幅
広
い
内
容
を
提
供
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
取
り
入
れ
、
担
当

者
間
の
連
携
の
機
会
や
情
報
交
換
の
場
も
提
供
し
て
い

ま
す
。

【
今
年
度
の
活
動
】

・
第
１
回
研
修
会　

６
月
21
日
（
火
）

テ
ー
マ
：「
環
境
法
令
体
系
、
環
境
事
務
事
業
及
び

予
算
に
関
す
る
基
礎
講
座
」

・
第
２
回
研
修
会　

９
月
５
日
（
月
）

テ
ー
マ
：「
地
球
温
暖
化
対
策
を
巡
る
国
内
外
の
動
向
」

・
第
３
回
研
修
会　

11
月
21
日
（
月
）

　

テ
ー
マ
：「
資
源
循
環
を
巡
る
国
内
外
の
動
向
」

・
第
４
回
研
修
会　

２
月
14
日
（
火
）

テ
ー
マ
：「
生
物
多
様
性
を
巡
る
国
内
外
の
動
向
」

分科会（オンライン）の様子

小田原市見学会の様子

オンライン研修の様子
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トピックス

・
第
５
回
研
修
会　

２
月
17
日
（
金
）

テ
ー
マ
：「
ナ
ッ
ジ
手
法
を
活
用
し
た
環
境
普
及
啓
発
」

・
第
６
回
研
修
会　

２
月
27
日
（
月
）

テ
ー
マ
：「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
」

本
事
業
は
、
都
内
市
区
町
村
等
が
主
催
す
る
住
民

祭
・
環
境
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
等
を
通
じ
て
、
住
民
に
向

け
た
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
取
組
の
普
及
啓
発
や
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
P
R
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
学
習
施
設
や
庁
舎
で
行
う
展
示
等
の
際

に
、
希
望
す
る
市
区
町
村
に
展
示
物
の
貸
出
し
を
行

い
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
今
年
度
の
出
展
先
】

・
板
橋
区
「
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
夏
」

　
　

6
月
1
日
（
水
）
～
7
月
1
日
（
金
）

・
青
梅
市
「
お
う
め
環
境
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
2
パ
ネ
ル

展
示
」　

6
月
1
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

・
江
東
区
「
第
15
回
江
東
区
環
境
フ
ェ
ア
」　

　
　

6
月
5
日
（
日
）

・
八
王
子
市
「
2
0
2
2
八
王
子
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

	

　

6
月
5
日
（
日
）

・
葛
飾
区
「
か
つ
し
か
環
境・緑
化
フ
ェ
ア
2
0
2
2
」

　
　

6
月
12
日
（
日
）

・
瑞
穂
町
「
瑞
穂
町
役
場
展
示
」　

	

　

7
月
11
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

・
武
蔵
野
市
「
環
境
フ
ェ
ス
タ 

i
n 

S
U
M
M
E
R 

こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　

Ⅶ　
市
区
町
村
等
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
の

P
R
、
普
及
啓
発
展
示

　
　

7
月
30
日
（
土
）

・
調
布
市
「
第
50
回
調
布
市
環
境
フ
ェ
ア
」　

	

　

10
月
22
日
（
土
）

・
日
野
市
「
日
野
市
環
境
フ
ェ
ア
」　

	

　

11
月
6
日
（
日
）

・
中
野
区
「
な
か
の
エ
コ
フ
ェ
ア
2
0
2
2
」　

　
　

11
月
12
日
（
土
）

・
小
金
井
市
「
こ
が
ね
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
」　

　
　

11
月
19
日
（
土
）

・
大
田
区
「
令
和
4
年
度
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド 

i
n 

池
上
会
館
＆
O
N
L
I
N
E
」

　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
2
月
12
日
（
日
）　

　
　

特
設
w
e
b
サ
イ
ト
：
1
月
10
日
（
火
）

　
　

～
2
月
28
日
（
火
）

・
板
橋
区
「
第
22
回
環
境
な
ん
で
も
見
本
市
」

　
　

2
月
1
日
（
水
）
～
3
月
1
日
（
水
）

「2022 八王子環境フェスティバル」の出展ブース

「かつしか環境・緑化フェア 2022」でのワークショップの様子
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東
京
に
は
い
ろ
ん
な
風
景
が
つ
ま
っ
て
い
る

―
大
学
院
で
東
京
へ
。
東
京
に
住
ん
で
50
年
に
な
る
の

で
す
ね
。

　

最
初
に
住
ん
だ
の
は
目
黒
区
駒
場
で
、
銭
湯
の
上
の
6

畳
一
間
の
木
造
ア
パ
ー
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
東
京
大
学
生

産
技
術
研
究
所
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
国
分
寺
市
内
の
借

家
に
住
み
始
め
た
の
は
、
大
学
院
2
年
の
と
き
に
結
婚
し

て
、
妻
が
先
生
を
し
て
い
た
高
校
が
近
か
っ
た
か
ら
。
野

川
沿
い
や
お
鷹
の
道
の
あ
た
り
を
歩
い
て
い
る
と
結
構
緑

が
あ
っ
て
、
農
家
が
土
地
を
守
っ
て
い
る
。
い
い
と
こ
ろ

だ
な
と
思
っ
て
住
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
生
で
一
番
長

く
住
ん
で
い
ま
す
。

―
国
分
寺
市
は
家
庭
を
持
っ
て
、
子
育
て
を
し
て
き
た

場
所
で
も
あ
る
の
で
す
ね
。

　

自
転
車
で
朝
、
保
育
園
へ
送
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
研
究

者
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
毎
日
勤
め
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
ね
。
歴
史
と
緑
と
水

が
あ
っ
て
子
育
て
に
も
環
境
が
よ
か
っ
た
。
借
家
の
あ

と
、
土
地
を
手
に
入
れ
て
プ
レ
ハ
ブ
の
家
を
建
て
た
ん
で

す
。
そ
こ
に
19
年
間
住
み
ま
し
た
。

―
あ
た
り
の
風
景
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

国
分
寺
に
住
み
始
め
た
１
９
７
０
年
代
は
、
畑
が
分
譲

住
宅
に
な
り
始
め
た
頃
。
野
川
の
源
流
の
方
ま
で
進
ん
で

い
ま
し
た
よ
。
農
地
が
宅
地
化
し
て
い
く
流
れ
は
今
も
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
幸
い
私
の
家
の
隣
の
農
家
は
今
も
専
業

で
続
け
て
い
る
の
で
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

国
分
寺
市
に
関
し
て
は
、
大
事
な
「
お
鷹
の
道
」
を
市
が

守
っ
て
い
る
。
お
鷹
の
道
は
国
分
寺
崖
線
の
下
に
湧
き
出
る

湧
水
が
集
ま
っ
て
で
き
た
用
水
路
沿
い
の
３
５
０
m
く
ら
い

の
道
。
周
辺
は
史
跡
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
宅
地

化
せ
ず
に
緑
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
う
れ
し
い
。

　

と
は
い
え
、
東
京
の
緑
が
減
っ
て
い
く
の
は
中
央
線
か

ら
見
え
る
風
景
で
わ
か
り
ま
す
ね
。
相
当
長
い
間
、
三
鷹

市
の
国
立
天
文
台
が
あ
る
あ
た
り
か
ら
西
は
緑
だ
っ
た
。

国
分
寺
市
の
あ
た
り
ま
で
は
緑
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
け

れ
ど
、
そ
れ
よ
り
西
側
に
進
ま
な
い
の
は
山
に
突
き
当
た

る
か
ら
か
な
。

―
都
心
の
ほ
ど
近
く
に
、
低
山
登
山
が
で
き
る
山
が
あ

る
の
も
東
京
の
面
白
さ
で
す
よ
ね
。

　

高
尾
山
は
、
東
京
で
は
平
凡
な
山
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
朝
起
き
て
山
の
上
ま
で
登
っ
て
ス
ッ
と
帰
っ
て
来
ら

れ
る
大
都
市
っ
て
世
界
的
に
見
て
も
す
ご
く
少
な
い
。
東

京
は
何
し
ろ
大
き
い
首
都
で
、
大
き
い
が
ゆ
え
に
山
の

手
、
下
町
、
武
蔵
野
、
奥
多
摩
…
と
、
伝
統
と
地
形
的
な

特
徴
が
特
有
の
風
景
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
も
貴
重
な
光
景
だ
と
思
う
の
は
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
見
え
る
水
辺
に
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
建
っ

て
い
る
ビ
ル
群
。
水
辺
に
ビ
ル
が
建
つ
の
は
珍
し
く
は
な

い
け
れ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
あ
そ
こ
ま
で
水
際
に
は

建
っ
て
い
な
い
。
あ
の
風
景
は
美
し
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
の
洋
風
建
築
を
巡
る「
建
築
探
偵
団
」

―
20
〜
30
代
頃
、
建
築
仲
間
と
建
築
探
偵
団
を
結
成
し
、

東
京
を
巡
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

昭
和
49（
１
９
７
４
）
年
の
正
月
に
明
治
神
宮
の
裏
手

に
回
っ
て
み
た
ら
、
大
正
末
期
の
西
洋
建
築
に
遭
遇
し
た

ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
港
区
、
中
央
区
、
千
代
田
区
と
足

を
延
ば
し
て
い
る
う
ち
に
立
派
な
洋
館
が
ポ
コ
ポ
コ
残
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
個
人
の
お
屋
敷
だ
っ
た

り
、
大
使
館
が
持
っ
て
い
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
ま

だ
残
っ
て
い
た
ん
で
す
。
紙
の
上
で
記
録
さ
れ
た
世
界
と

全
く
別
に
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
る
建
築
の
世
界
が
あ
る
と

藤
森
照
信
さ
ん
は
、長
く
日
本
の
近
現
代
建
築
史
の
研
究
を
続
け
、45
歳
の
と
き
建
築
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。

以
来「
自
然
素
材
を
ど
う
現
代
建
築
に
生
か
す
か
」を
テ
ー
マ
に
、

樹
上
6
m
の
茶
室
や
宙
に
つ
る
さ
れ
た
茶
室
、粘
土
山
を
思
わ
せ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

屋
根
に
タ
ン
ポ
ポ
や
ニ
ラ
を
植
え
た
住
宅
な
ど
、自
然
の
素
材
を
生
か
し
た
独
創
的
な
建
築
作
品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

7
年
前
に
江
戸
東
京
博
物
館
の
館
長
に
就
任
。国
分
寺
市
内
に
あ
る
自
身
が
設
計
し
た「
タ
ン
ポ
ポ
ハ
ウ
ス
」で
暮
ら
す

藤
森
さ
ん
に
、自
然
を
生
か
し
た
建
築
の
原
点
を
は
じ
め
、東
京
の
ま
ち
や
建
物
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

藤
森
　
照
信
さ
ん

（
建
築
家
・
建
築
史
家
）

［
わ
た
し
と
東
京
］
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インタビュー

少年時代の藤森さん（写真中央）

神長官守矢史料館（藤森さん提供）

看板建築（武居三省堂）

い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
と
て
も
面
白
く
、
す
っ
か
り
建
築

探
偵
に
目
覚
め
て
し
ま
っ
て
東
京
中
を
歩
き
回
り
ま
し

た
。
戦
前
の
も
の
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
完
全
に
な
く
な
る
前
に
ち
ゃ
ん
と
記
録
し
よ
う

と
、
大
学
院
の
後
輩
と
2
人
で
調
べ
始
め
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
他
の
大
学
か
ら
も
建
築
学
科
の
研
究
生
が
加
わ
っ

て
、
最
後
は
日
本
中
か
ら
大
学
生
た
ち
が
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

―
特
に
印
象
に
残
っ
た
建
物
は
あ
り
ま
す
か
？

　

神
田
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
興
味
深
い
建
物
を
発
見
し

て
、「
看
板
建
築
」
と
名
づ
け
て
調
べ
ま
し
た
。
商
人
た
ち

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
受
け
て
、
木
造
建
築
の
表
側
に

タ
イ
ル
や
モ
ル
タ
ル
を
張
り
つ
け
て
看
板
み
た
い
に
装
飾

し
た
も
の
で
、
神
田
あ
た
り
の
本
屋
や
床
屋
に
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
初
期
に
創
業
し
た
文
具
店
、
武
居

三
省
堂
も
そ
の
ひ
と
つ
。
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
（
東
京

都
小
金
井
市
）
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
田
舎
育
ち
で
都
市
の
家
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
知

ら
な
か
っ
た
し
、
建
築
物
は
外
観
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

か
ら
、
ど
う
使
わ
れ
て
い
た
か
を
家
主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
感
じ
た
の
は
、
江
戸
の
商
人
は
田

舎
の
お
爺
さ
ん
、
お
婆
さ
ん
と
気
質
が
同
じ
だ
と
い
う
こ

と
。
最
初
は
す
ご
く
警
戒
し
て
い
て
も
、
親
し
く
な
る
と

家
族
の
よ
う
に
ホ
ワ
ッ
と
迎
え
て
く
れ
る
。
東
京
郊
外
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
が
作
り
上
げ
た
世
界
と
は
大
き
く
違

う
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

―
藤
森
さ
ん
の
観
察
意
欲
、
探
究
心
の
ベ
ー
ス
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
山
を
駆
け
ず
り
回
っ
て
遊
ん
だ
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
な
。
自
然
物
を
相
手
に
遊
ぶ
こ
と
、
フ
ィ
ー
ル

ド
が
好
き
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。
都
市
で
も
田
舎

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
や
っ

た
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
が
わ
か
っ

て
、
建
築
探
偵
は
と
て

も
面
白
か
っ
た
。

建
物
緑
化
を
自
宅
で
実
験

―
藤
森
さ
ん
が
建
築
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
？

　
私
の
母
親
の
実
家
は
大
工
の
棟
梁
で
、
小
学
2
年
生
の
と

き
に
幕
末
に
建
て
ら
れ
た
茅
葺
き
屋
根
の
家
を
建
て
替
え
た

ん
で
す
。
1
年
間
大
工
さ
ん
が
泊
ま
り
込
み
で
。
鋸
を
引
い

て
板
を
こ
し
ら
え
た
り
、
裏
山
か
ら
土
を
と
っ
て
き
て
壁
土

を
作
っ
た
り
す
る
の
を
そ
ば
で
見
な
が
ら
、
土
運
び
や
ら

鉋か
ん
な
く
ず屑
の
整
理
や
ら
い
ろ
い
ろ
手
伝
わ
さ
れ
ま
し
た
。
遊
び

に
行
き
た
い
か
ら
嫌
は
嫌
だ
っ
た
け
ど
、
な
ぜ
こ
う
い
う
こ

と
を
や
る
の
か
を
説
明
し
て
く
れ
る
の
が
面
白
か
っ
た
。
そ

れ
で
な
ん
と
な
く
建
築
が
好
き
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

　
設
計
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
大
学
に
入
っ
て
み
る
と
、
大
工

さ
ん
の
延
長
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
建
築
は
、
す
で
に
設
計

と
施
工
が
す
っ
か
り
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
て

残
念
で
、
建
築
の
歴
史
で
も
や
ろ
う
と
大
学
院
に
進
ん
だ
ん

で
す
。

―
で
も
45
歳
の
と
き
に
建
築
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る

こ
と
に
。
最
初
に
茅
野
市
の
「
神じ

ん
ち
ょ
う
か
ん

長
官
守も
り

矢や

史
料
館
」
を

設
計
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

設
計
を
や
り
た
い
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ず
っ
と
研
究
し
て
い
た
明
治
以
降
の
日
本
近
代
建

築
の
通
史
を
ま
と
め
る
目
途
が
立
ち
始
め
て
気
が
緩
ん
だ

と
こ
ろ
に
、
郷
里
の
長
野
県
茅
野
市
か
ら
舞
い
込
ん
だ
話

（
笑
）。
守
矢
家
は
、
中
世
か
ら
明
治
時
代
ま
で
諏
訪
神
社

上
社
の
筆
頭
神
官
を
務
め
て
き
た
家
で
、
所
蔵
す
る
古
文

書
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を
納
め

る
博
物
館
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

守
矢
家
は
縄
文
時
代
か
ら
の
神
事
を
継
承
し
て
い
て
、

例
え
ば
お
正
月
に
は
木
の
枝
で
作
っ
た
弓
で
2
匹
の
カ
エ

ル
を
射
っ
て
、
血
が
滴
る
ま
ま
三
方
※
に
乗
せ
て
神
様
に

供
え
る
。
一
般
的
な
神
社
よ
り
ず
っ
と
古
い
習
慣
を
残
し

て
い
る
し
、
近
所
の
祠
も
古
墳
時
代
く
ら
い
の
形
式
を
残

し
て
い
た
。
博
物
館
に
も
自
然
素
材
を
使
い
た
い
け
れ

ど
、
文
化
財
を
入
れ
る
に
は
耐
震
・
耐
火
構
造
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
が
あ
る
か
ら
、
骨
組
み
は
現
代
の

要
件
に
合
わ
せ
て
作
り
、
そ
れ
に
自
然
の
荒
々
し
さ
を
残

し
た
素
材
を
着
せ
る
方
法
を
世
界
的
に
初
め
て
や
っ
た
ん

で
す
。

―
藤
森
ワ
ー
ル
ド
の
最
初
で
す
ね
。
自
然
と
建
築
が
融

け
合
う
か
の
よ
う
な
藤
森
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
幼

少
期
の
環
境
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
建
築
の
原
理
と
い
う

の
は
、
自
然
に
身
に
つ

く
わ
け
で
は
な
い
。
私

の
場
合
は
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
野
山
遊
び
で
、

木
と
か
石
と
か
土
と

い
っ
た
自
然
素
材
か
ら

感
じ
た
こ
と
が
ベ
ー
ス

に
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ

の
後
の
教
育
の
影
響
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

※神仏に物を供える時に用いる台29 28



―
「
神
長
官
守
矢
史
料
館
」
が
で
き
た
平
成
3
（
１
９ 

９
１
）
年
当
時
、
建
築
界
は
ど
ん
な
反
響
で
し
た
か
？

　
「
わ
か
ら
な
い
」
と
異
口
同
音
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ

私
の
友
人
、
安
藤
忠
雄
さ
ん
や
伊
東
豊
雄
さ
ん
、
隈
研
吾

さ
ん
な
ん
か
は
面
白
い
と
評
価
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
「
建
物
と
自
然
の
調
和
」
は
大
事
な
テ
ー
マ
に
な

り
、
年
に
1
回
く
ら
い
設
計
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
。
そ

の
路
線
で
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
世
間
が
自
然
の
素
材
と

か
に
最
近
関
心
を
持
ち
出
し
た
。

―
30
年
前
で
す
も
の
ね
。
今
で
こ
そ
屋
上
緑
化
や
壁
面

緑
化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
。

　

東
京
都
は
あ
る
面
積
以
上
の
建
物
の
屋
上
緑
化
を
義
務

づ
け
て
い
る
の
で
、
民
間
の
ビ
ル
で
も
結
構
緑
化
が
進
ん

で
い
ま
す
ね
。
新
宿
の
高
い
ビ
ル
か
ら
下
を
見
て
び
っ
く

り
し
た
こ
と
が
あ
る
。
政
策
っ
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま

す
。
上
か
ら
見
る
と
な
か
な
か
い
い
眺
め
で
す
よ
。

―
ご
自
宅
の
新
築
に
当
た
っ
て
、
壁
か
ら
屋
根
に
タ
ン

ポ
ポ
を
植
え
る
「
タ
ン
ポ
ポ
ハ
ウ
ス
」
を
作
っ
た
の
は
ど

ん
な
思
い
で
？

　

都
市
の
緑
化
を
考
え
て
、
ま
ず
建
築
を
緑
化
し
よ
う
と

思
っ
て
壁
面
緑
化
の
実
験
を
や
っ
た
ん
で
す
。
最
初
「
超

高
層
タ
ン
ポ
ポ
仕
上
げ
」
と
い
う
の
を
考
え
た
。
高
い
壁

面
全
体
に
だ
ん
だ
ん
と
タ
ン
ポ
ポ
が
黄
色
く
咲
い
て
い
く
。

「
今
、
タ
ン
ポ
ポ
前
線
は
34
階
で
す
」
な
ん
て
想
像
し
な

が
ら
。
で
も
都
市
の
光
景
と
は
合
わ
な
く
て
、
尖
っ
た
屋

根
の
上
に
緑
が
あ
る
芝
棟
に
し
て
、
屋
根
と
壁
面
に
帯
状

に
タ
ン
ポ
ポ
を
植
え
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

　

友
人
の
赤
瀬
川
原
平
さ
ん
が
町
田
市
の
自
宅
を
新
築
す

る
と
き
に
、「
何
か
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
て
、
今
度
は
「
ニ
ラ
ハ
ウ
ス
」
に
し
ま
し
た
。
建
築

に
植
物
を
植
え
る
な
ん
て
誰
も
や
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
こ
と
を
考
え
る
と
あ
ま
り
や
る
こ
と
じ
ゃ

な
い（
笑
）。条
件

が
い
い
と
植
物
は

過
剰
に
育
っ
て
周

り
に
問
題
を
起
こ

す
し
、条
件
が
悪

い
と
枯
れ
や
す

い
。ち
ょ
う
ど
い

い
バ
ラ
ン
ス
で
育
て
る
と
い
う
の
は
本
当
に
面
倒
く
さ
い
。

で
も
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
赤
瀬
川
さ
ん
の
お
弟

子
さ
ん
で
、
大
島
で
島
焼
酎
を
作
っ
て
い
る
谷
口
酒
造
の
建

物
は
、
屋
根
の
全
面
に
土
を
盛
っ
て
芝
を
植
え
、
て
っ
ぺ

ん
に
伊
豆
大
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
椿
の
木
を
植
え
て
「
ツ

バ
キ
城
」
と
命
名
。
何
と
か
管
理
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

―
施
主
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
、
仕
上
げ
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
そ
う
で
す
ね
。

　

建
築
は
高
度
な
技
術
だ
け
で
な
く
、
手
作
り
の
技
術
も

入
っ
て
い
る
数
少
な
い
製
造
業
な
ん
で
す
。
自
動
車
や
飛
行

機
の
製
造
は
ビ
ス
1
個
落
ち
て
い
た
ら
全
部
や
り
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
食
品
製
造
も
衛
生
管
理
上
素
人
が
加
わ

る
の
は
難
し
い
。
建
築
は
工
作
の
延
長
だ
と
い
う
の
は
今
で

も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
竣
工

し
た
老
舗
菓
子
店
「
た
ね
や
」
さ
ん
の
「
ラ　

コ
リ
ー
ナ

近
江
八
幡
」
で
は
、
従
業
員
の
方
が
2
階
の
カ
フ
ェ
の
白
い

漆
喰
の
壁
に
炭
を
貼
り
つ
け
る
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
愛
着
を
持
っ
て
使
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

都
民
の
生
活
に
視
点
を
持
つ「
江
戸
博
」

―
江
戸
東
京
博
物
館
の
館
長
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
か
ら
。
江
戸
博
と
の
関
わ
り
は
長
い
の
で
す
ね
。

　
開
設
準
備
の
段
階
か
ら
学
者
と
し
て
、
本
館
の
近
代
の
展

示
と
分
館
で
あ
る
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
の
収
蔵
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
創
立
前
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
人
は
だ
ん
だ
ん

い
な
く
な
り
、
前
の
竹
内
館
長
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
江

戸
博
は
東
京
と
い
う
首
都
の
５
０
０
年
の
歴
史
を
表
現
す
る

場
所
で
す
か
ら
、
生
活
史
や
東
京
の
人
々
の
暮
ら
し
に
力
点

を
置
い
て
い
ま
す
。
都
民
の
生
活
に
視
点
を
持
つ
と
い
う

テ
ー
マ
は
開
設
当
初
か
ら
一
貫
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
に
は
江
戸
博
が
で
き
る
ま
で
都
の
博
物
館
が
な

く
、
物
を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
江
戸
の
ま
ち
の
図
面
一

つ
な
く
、
最
初
の
頃
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。
30
年
近
く

や
っ
て
い
る
と
お
か
げ
さ
ま
で
都
民
か
ら
の
寄
贈
も
あ
り
ま

す
し
、
長
く
店
を
開
け
て
い
る
こ
と
の
大
事
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

―
現
在
大
規
模
改
修
工
事
で
休
館
中
。
ど
ん
な
江
戸
博

に
な
り
そ
う
で
す
か
？

　

4
年
が
か
り
で
建
物
の
設
備
系
統
に
全
て
手
を
入
れ
て江戸東京博物館の展示
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インタビュー

い
ま
す
。
収
蔵
品
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
見
て
も
デ
ジ
タ

ル
化
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
1
点
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を

し
て
、
個
々
に
し
っ
か
り
し
た
デ
ー
タ
を
つ
け
て
公
開
す

る
予
定
。
疑
問
が
残
る
点
や
不
明
点
も
含
め
て
確
認
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
何
し
ろ
20
万
点
以
上
あ
り

ま
す
か
ら
膨
大
な
作
業
な
の
で
す
が
、
リ
ス
タ
ー
ト
時
に

間
に
合
わ
せ
る
予
定
で
え
ら
い
勢
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
か
な
り
そ
う
で
す
。

―
分
館
の
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
に
は
復
元
さ
れ
た
歴

史
的
建
造
物
が
30
棟
。
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
と
て
も

楽
し
い
場
所
で
す
。
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
何
棟
か
あ
る
茅
葺
き
民
家
の
燻く

ん

煙
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ひ
と
つ
で
、
囲
炉
裏
で
火
を
焚
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

も
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
は
煙
の
匂
い
や
マ
ッ
チ
の
擦

り
方
を
知
ら
な
い
子
が
多
い
し
、
火
を
使
え
る
と
こ
ろ
も
限

ら
れ
て
い
る
の
で
貴
重
な
体
験
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
分
館
を
野
外
博
物
館
に
し
た
の
は
、
開
設
準
備
か
ら
監
修

で
入
っ
て
い
た
建
築
史
の
先
生
方
か
ら
、
「
東
京
か
ら
実
物

が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
る
。
残
せ
る
も
の
は
残
そ
う
」

と
移
築
・
復
元
の
ア
イ
デ
ア
が
出
た
こ
と
か
ら
。
で
も
、
具

体
的
に
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
は
誰
も
知
ら
な
く
て
、
私
に
収

蔵
作
業
の
声
が
か
か
っ
た
の
で
す
。

　
「
三み

つ
い
は
ち
ろ
う
え
も
ん
て
い

井
八
郎
右
衛
門
邸
」や「
高
橋
是
清
邸
」
な
ど
由
緒
あ

る
日
本
の
伝
統
的
な
建
築
を
一
堂
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
は
、
ま
す
ま
す
大
事
な
場
所
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

—
—

一
番
お
す
す
め
の
建
物
は
？

　

東
ゾ
ー
ン
正
面
の
「
子
宝
湯
」。
も
う
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
宮
型
様
式
の
銭
湯
で
す
。
宮
型
銭
湯
は
東
京
に
し
か

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
関
東
大
震
災
の
復
興
を
機

に
生
ま
れ
た
様
式
だ
か
ら
。
復
興
の
た
め
に
地
方
か
ら
東
京

に
入
っ
て
き
た
人
た
ち
に
銭
湯
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ

ぞ
っ
て
派
手
な
建
築
に
し
た
ん
で
す
。
実
は
歌
舞
伎
座
を
模

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
歌
舞
伎
座
が
桃
山
時
代
を
想
定
し
た

純
和
風
建
築
に
新
築
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
た
の
が
、
震

災
で
中
座
し
て
し
ま
っ
た
。
真
似
し
て
生
ま
れ
た
の
が
宮
型

銭
湯
で
、
歌
舞
伎
座
よ
り
歌
舞
伎
座
み
た
い
な
銭
湯
の
ほ
う

が
先
に
で
き
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

―
こ
ぼ
れ
話
を
知
っ
て
見
る
と
面
白
さ
が
増
し
ま
す
ね
！　

今
年
喜
寿
を
迎
え
る
藤
森
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
ご
予
定
は
？

　

私
の
作
品
を
よ
く
知
っ
て
、
設
計
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
、
そ
の
期
待
に
は
応
え
て
い
き

た
い
で
す
。
建
築
は
技
術
、
美
術
、
文
化
、
経
済
…
い
ろ

い
ろ
な
要
素
が
あ
り
、
そ
の
間
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
自

分
で
考
え
た
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
る
作
業
は
と
て
も
面
白

い
。
自
分
で
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
施
主
さ
ん
に
は
渡
せ
な

い
の
で
ア
イ
デ
ア
を
生
む
の
は
大
変
で
す
け
ど
、
こ
の
う

え
な
い
愉
し
み
で
す
。

子宝湯

藤森さんの作品（ご本人提供）　左：ツバキ城、右：秋
あ き の

野不
ふ く

矩美術館　内部

PROFILE
藤森照信  ふじもり・てるのぶ

昭和21（1946）年長野県生まれ。東京
都国分寺市在住。建築史家、建築家。東
京大学名誉教授。工学院大学特任教授。
東京都江戸東京博物館館長。
近代建築史、都市史研究を経て、1991年
に茅野市神長官守矢史料館で建築家デ
ビュー。その後、タンポポハウス（自宅）
や高過庵、低過庵、空飛ぶ泥舟、五庵な
どを手がける。著書に『建築探偵の冒
険・東京篇』（1989、筑摩書房）、『近代
建築そもそも講義』（2019、新潮社）、
『藤森照信　建築が人にはたらきかける
こと』（2020、平凡社）など多数。
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■
区
の
成
り
立
ち

中
央
区
は
昭
和
22（
1
9
4
7
）年
3
月
15
日
、日

本
橋
区
と
京
橋
区
が
統
合
さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、23
区
の
ほ
ぼ
中
央
、扇
の
要

に
位
置
し
、そ
の
区
域
は
両
国
橋
下
流
の
隅
田
川
右
岸

に
沿
っ
て
帯
状
に
広
が
り
を
み
せ
る
日
本
橋
・
京
橋
地

域
と
、隅
田
川
河
口
に
位
置
す
る
佃
及
び
明
治
以
降
に

こ
れ
に
隣
接
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
月
島
・
晴
海
な
ど

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

区
域
は
東
西
両
端
が
最
長
距
離
で
約
3
㎞
、南
北
間

で
約
5
・
5
㎞
で
あ
り
、面
積
は
10
・
1
1
5
㎢
、東
京

輝
く
未
来
へ
橋
を
か
け
る

　
　

−

人
が
集
ま
る
粋
な
ま
ち

中
央
区

都
総
面
積
の
0
・
46
％
を
占
め
る
23
区
で
2
番
目
に
小

さ
い
区
で
す
。

■
歴
史
と
未
来
が
交
差
す
る
ま
ち

中
央
区
は
江
戸
開
府
以
来
、4
0
0
年
以
上
に
わ

た
り
日
本
の
文
化
・
商
業
・
情
報
の
中
心
と
し
て
繁
栄
・

発
展
し
て
き
ま
し
た
。江
戸
五
街
道
の
起
点
で
あ
り
、

現
在
も
日
本
国
道
路
元
標
が
お
か
れ
る「
日
本
橋
」、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョッ
プ
が
立
ち
並
ぶ「
銀
座
」、日
本
の

食
文
化
を
継
承
す
る「
築
地
」、下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る

「
日
本
橋
人
形
町
」「
佃
・
月
島
」、東
京
2
0
2
0
大

会
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む「
晴
海
」な
ど
を

擁
し
、東
京
を
象
徴
す
る
名
所
が
凝
縮
し
た
、小
さ
く

と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
、魅
力
溢
れ
る
都
心
の
ま
ち
で

す
。

■
人
口
増
加

本
区
の
平
成
27（
2
0
1
5
）年
か
ら
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
に
か
け
て
の
人
口
増
加
率
は
実
に
19
・

8
％
に
上
り
ま
す
。こ
の
数
字
は
23
区
で
最
も
高
く
、

全
国
で
も
類
を
見
な
い
人
口
増
加
局
面
に
あ
り
ま
す
。

更
に
、東
京
2
0
2
0
大
会
の
選
手
村
跡
地
に
建
設

さ
れ
た「
H
a
r
u
m
i 

F
l
a
g
」へ
の
入
居
開
始

が
令
和
6（
2
0
2
4
）年
に
迫
っ
て
お
り
、晴
海
地
区

に
今
後
1
万
2
0
0
0
人
も
の
人
口
増
が
予
想
さ
れ

る
な
ど
、か
つ
て
7
万
人
台
に
落
ち
込
ん
で
い
た
本
区
の

定
住
人
口
は
、令
和
9（
2
0
2
7
）年
中
に
は
20
万

人
に
到
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
口
増
加
は
、住
宅
開
発
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、20
代
、30
代
の
若
い
年
齢
層
の
流
入
が
中
心
で
、

年
間
出
生
数
も
平
成
28（
2
0
1
6
）年
以
降
、常
に

毎
年
約
2
0
0
0
人
で
推
移
し
て
お
り
、子
供
や
子
育

て
世
帯
の
方
々
な
ど
、ま
ち
に
は
未
来
を
担
う
若
い
世

代
の
活
気
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

■
中
央
区
基
本
計
画
2
0
2
3

本
区
で
は
平
成
29（
2
0
1
7
）年
6
月
に
策
定
し

た「
中
央
区
基
本
構
想
」に
掲
げ
る
将
来
像「
輝
く
未

来
へ
橋
を
か
け
る　

― 

人
が
集
ま
る
粋
な
ま
ち
」に

向
け
た
施
策
の
み
ち
す
じ
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し

て
、平
成
30（
2
0
1
8
）年
3
月
に「
中
央
区
基
本
計

画
2
0
1
8
」を
と
り
ま
と
め
、こ
れ
に
基
づ
く
各
種

施
策
を
計
画
的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
を
は
じ
め
、気
候
危
機
へ
の
世
界
的
な
対
応

や
D
X
の
進
展
な
ど
、人
々
の
暮
ら
し
を
巡
る
環
境
は 12,000 人の人口増加が予想される「Harumi Flag」と晴海ふ頭公園

上空から中央区を望む（令和３年 11 月撮影）
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劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。区
内
の
都
市
基
盤
整
備
に

目
を
向
け
て
も
、晴
海
や
築
地
の
ま
ち
づ
く
り
、首
都

高
日
本
橋
区
間
の
地
下
化
、東
京
高
速
道
路（
K
K

線
）の
再
生
な
ど
、ま
ち
の
輪
郭
を
変
え
る
大
型
都
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
具
体
的
な
段
階
へ
と
駒
を
進
め
て
お

り
、都
心
再
生
に
向
け
た
動
き
が
力
強
く
加
速
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
本
区
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、目
指
す
べ
き
将
来
像
に
向
け
て
よ
り
実
効

的
で
、時
宜
を
得
た
政
策
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
、

本
区
で
は
令
和
5（
2
0
2
３
）年
2
月
に「
中
央
区
基

本
計
画
2
0
2
3
」を
策
定
し
ま
し
た
。基
本
計
画

2
0
2
3
は
、9
つ
の
基
本
政
策
と
24
の
施
策
か
ら
成

り
、今
後
10
年
間
の
具
体
的
な
施
策
や
取
組
の
方
向

性
等
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
回
の
計
画
で
は
、放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
対

策
や
、高
齢
者
や
障
害
者
、社
会
的
支
援
の
必
要
な

方
々
へ
の
地
域
に
お
け
る
包
括
的
・
重
層
的
な
サ
ポ
ー

ト
、学
校
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
公
共
施
設
の
整
備
予

定
・
方
針
な
ど
、人
口
増
加
に
伴
う
行
政
需
要
の
拡
大
・

多
様
化
へ
の
対
応
策
を
、時
勢
に
即
し
て
最
新
の
も
の

に
更
新
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、将
来
像
の
実
現
に
向
け

て
計
画
全
体
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
し
、政
策
横

断
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
施
策
を「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
整
理
し
、「
中
央
区
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構

想
」と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
中
央
区
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
】

東
京
の
中
心（
セ
ン
ト
ラ
ル
）に
位
置
し
、歴
史
的
に

も
日
本
の
経
済
・
文
化
の
要
と
な
っ
て
き
た
本
区
が
、さ

ら
に
魅
力
を
高
め
続
け
ら
れ
る
よ
う
、区
内
全
域
を
、

や
す
ら
ぎ
・
交
流
・に
ぎ
わ
い
の
場（
パ
ー
ク
）と
し
て
位

置
づ
け
、環
境
、都
市
づ
く
り
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、経

済
・
文
化
の
4
つ
の
視
点
か
ら
、ま
ち
も
ひ
と
も
つ
な
が

る
政
策
を
展
開
し
ま
す
。

【
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
取
組
】

01　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

・ 

建
物
建
築
に
お
け
る
Z
E
B
化・Z
E
H
化

の
取
組
の
徹
底（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に

向
け
た
制
度
改
正
）　

他

02　

水
と
み
ど
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

・ 

水
上
交
通
の
活
性
化
促
進（
新
た
な
舟
運
の

整
備
）　

他

中央区セントラルパーク構想

03　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

・ 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
醸
成
に
向
け
た
支
援（
み
ん
な

で
つ
く
り
上
げ
、参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
）　

他

04　

経
済
活
性
化・文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

・ 

多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
施
策

の
推
進（
各
都
市
の
観
光
ト
レ
ン
ド
に
合
わ

せ
た
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、海
外
へ
の

情
報
発
信
強
化
）　

他

区
と
し
て
は
、引
き
続
き
基
本
計
画
に
掲
げ
た
各

施
策
を
着
実
に
推
進
し
、誰
も
が
住
み
た
い
、働
き
た

い
と
思
え
る
都
心
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

舟運を活用したイベント「中央区まるごとミュージアム」
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■
葛
飾
区
の
概
要

葛
飾
区
は
、東
京
都
の
北
東
端
に
位
置
し
、東
は
江

戸
川
を
境
に
千
葉
県
松
戸
市
に
、西
は
足
立
区
・
墨
田

区
、南
は
江
戸
川
区
、北
は
大
場
川
を
境
と
し
て
埼
玉

県
八
潮
市・三
郷
市
に
接
し
て
い
ま
す
。土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、都
市
的
土
地
利
用（
住
宅
・
商
業
・工
業
・
公
共

用
地
等
）が
約
87
％
、自
然
的
土
地
利
用（
農
用
地
・
河

川
・
山
林
等
）が
約
13
％
を
占
め
て
お
り
、他
区
と
比

べ
、農
用
地
な
ど
の
自
然
的
土
地
利
用
の
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

葛
飾
区
の
東
側
に
は
、江
戸
川
、西
に
は
荒
川
・
綾
瀬

川
、中
央
に
は
中
川・新
中
川
が
流
れ
て
お
り
、都
内
屈
指

の
水
郷
景
観
を
誇
る
都
立
水
元
公
園
や
花
菖
蒲
の
名
所

「
堀
切
菖
蒲
園
」な
ど
、水
と
緑
が
調
和
し
た
美
し
い
自

然
環
境
が
多
く
見
ら
れ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

葛
飾
区
は
、観
光
・
文
化
の
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、

映
画『
男
は
つ
ら
い
よ
』の
舞
台
で
あ
り
、平
成
30

（
2
0
1
8
）年
2
月
に
東
京
都
初
の
国
の
重
要
文
化

的
景
観
と
し
て
選
定
さ
れ
た「
柴
又
」や
、漫
画『
こ
ち

ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出
所
』の
舞
台
と
な
っ
た

「
亀
有
」、漫
画『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』の
作
者
に
ゆ
か
り
の

あ
る「
四
つ
木
」、昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
残
る「
立

石
」な
ど
、人
情
味
あ
ふ
れ
る
下
町
ら
し
い
暮
ら
し
や

街
並
み
そ
の
も
の
が
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
葛
飾
区
基
本
構
想

葛
飾
区
は
、街
づ
く
り
の
推
進
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
や
子
育
て
環
境
の
充
実
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
定

「
み
ん
な
で
つ
く
る
、水
と
緑
と
人
情
が
輝
く
　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・
葛
飾
」を
目
指
し
て

葛
飾
区

住
促
進
と
出
生
者
数
の
増
加
等
、人
口
減
少
に
係
る
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の

た
め
、近
年
は
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。し

か
し
、全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、令
和
7

（
2
0
2
5
）年
以
降
、葛
飾
区
の
人
口
も
徐
々
に
減
少

し
て
い
く
と
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、今
後
、葛
飾
区
が
将
来
に
わ
た
っ
て
真

に
豊
か
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、経

済
・
社
会
・
環
境
の
全
て
の
面
に
お
い
て
持
続
可
能
な
発

展
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し
て
、区

民
、事
業
者
、団
体
等
、こ
の
ま
ち
に
集
う
多
様
な
方
々

と
区
が
、「
葛
飾
区
を
良
い
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
」と
い

う
思
い
を
共
有
し
、共
に
区
の
未
来
を
考
え
、そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、令
和
3（
2
0
2
1
）年
3

月
に
約
30
年
ぶ
り
と
な
る
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定

し
ま
し
た
。基
本
構
想
に
お
い
て
は
、「
人
権
・
平
和
・
多

様
性
の
尊
重
」、「
持
続
的
な
発
展
」、「
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」の
3
つ
を
区
政
運
営
の
根
本
を
貫
く
理
念

と
し
て
掲
げ
、こ
れ
ら
の
理
念
の
下
、「
み
ん
な
で
つ
く

る
、水
と
緑
と
人
情
が
輝
く　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・

葛
飾
」を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。こ
の
新
た
な

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、河
川
、美
し
い
花
や
緑
、思

い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る
人
情
に
支
え
ら
れ
た
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
な
ど
の
葛
飾
区
の
魅
力
を
、区
民・事
業
者

を
は
じ
め
、葛
飾
区
に
関
わ
る
様
々
な
方
々
と
の
協
働

に
よ
り
、磨
き
上
げ
、輝
か
せ
な
が
ら
、誰
も
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
安
全
・
安
心
・
快
適
に
、自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る「
葛
飾
」の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
葛
飾
区
基
本
計
画

葛
飾
区
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
策
定
す
る
第

1
弾
と
な
る
葛
飾
区
基
本
計
画
で
は
、同
構
想
の
掲
げ

る
3
つ
の
理
念
を
踏
ま
え
、「
夢
と
誇
り
あ
る
ふ
る
さ

と
葛
飾
の
実
現
」と「
区
民
と
の
協
働
に
よ
る
、い
つ
ま

で
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
そ
の
基
本
方

針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
方
針
の
下
、未
来
に
夢
と
希
望
を
抱
き
、誇
り

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
、子
ど
も
が
輝
き
、に
ぎ
わ
い
に
満

ち
た
、平
和
で
住
み
よ
い
ま
ち
葛
飾
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、全
て
の
人
々
が
尊
重
さ
れ
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
貫
か
れ
た
地
域
社
会
で
あ
る「
夢
と
誇
り
あ
る
ふ

る
さ
と
葛
飾
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、S
D
G
s

の
実
現
を
目
指
し
て
、区
民
、事
業
者
、団
体
な
ど
の
多

様
な
方
々
と
区
が
互
い
に
連
携
・
協
働
し
、い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
幸
せ
や
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
葛
飾
区
基
本
計
画
に
掲
げ
る

　「
葛
飾・夢
と
誇
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

葛
飾
区
基
本
計
画
で
は
、重
点
的
、戦
略
的
、横
断

的
に
進
め
て
い
く
取
組
と
し
て
、14
の「
葛
飾
・
夢
と
誇

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。地
震
、水
害
、

感
染
症
等
の
あ
ら
ゆ
る
危
機
へ
の
対
応
な
ど
の
安
全
・

安
心
・
快
適
な
区
民
生
活
の
実
現
に
向
け
た
取
組
や
、

教
育
環
境
の
充
実
、新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の

D
X
の
推
進
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
な
ど
、今
後

の
本
区
の
豊
か
で
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
て
必
要

な
取
組
を
掲
げ
、着
実
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

■「
健
康
長
寿
の
ま
ち
、葛
飾
」

〜
生
涯
を
通
じ
た「
切
れ
目
の
な
い
健
康
づ
く
り
」〜

葛
飾
区
で
は
、区
民
が
自
ら
の
健
康
を
意
識
し
、健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
事
業
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に
取
り
組
む
と
と
も
に
、介
護
分
野
と
医
療
分
野
が
協

働
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
や
、運
動
、食
生
活
の
改
善

や
生
活
習
慣
の
見
直
し
な
ど
、区
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
日
常
生
活
の
中
で
継
続
し

て
実
践
で
き
る
事
業
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、各
種
健
康
診
査
の
結
果
を
受
け
て
、健
康
づ

く
り
支
援
事
業
、介
護
予
防
事
業
、ス
ポ
ー
ツ
事
業
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
取
組
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、「
実
際
に
行
動

に
つ
な
が
っ
た
か
」を
検
証
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、健

康
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
と
更
な
る
健
康
増
進
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
年
代
の
区
民

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、日
常
生
活
の
中
に
運
動
習
慣

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
、生
涯
を
通
じ
て
の
、切
れ
目
な
い
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
、い
つ
ま
で
も
元
気
に
若
々
し
く
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

■「
子
育
て
す
る
な
ら
、葛
飾
で
」

　
〜
子
育
て・子
育
ち
支
援
の
充
実
〜

葛
飾
区
で
は
、妊
娠
期
か
ら
子
ど
も
が
成
人
す
る
前

の
期
間
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を「
葛
飾
区
版

ネ
ウ
ボ
ラ
」と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

健康づくり事業の様子

子
ど
も
と
家
庭
に
寄
り
添
い
、切
れ
目
の
な
い
支
援

を
実
現
す
る
拠
点
と
し
て「
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ザ
」の

整
備
を
進
め
て
お
り
、保
健
師
等
の
専
門
職
と
の
面
接

や
養
育
支
援
、地
域
で
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、希
望
す
る
保
護
者

が
年
間
を
通
じ
て
い
つ
で
も
保
育
施
設
を
利
用
で
き
る

環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、子
ど
も
が
就
学
後
も

安
全・安
心
に
放
課
後
等
を
過
ご
せ
る
環
境
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、虐
待
等
に
対
す
る
子
ど
も
の
権
利
擁
護
や

子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど
、子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の

た
め
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、葛
飾
区

児
童
相
談
所
の
令
和
5（
2
0
2
3
）年
10
月
開
設
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

葛
飾
区
で
は
、令
和
5
年
度
か
ら
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
行
う
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。今
後
も
、子
育
て

家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、変
革
期
を
迎
え
る
社
会
に
活
躍
可
能
な
人
材

を
輩
出
す
る
教
育
施
策
の
展
開
な
ど
、よ
り
一
層
、子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た「
子
育
ち

支
援
」に
向
け
た
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、魅
力
的
な
子
育
て・

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、「
子
育
て
す
る
な
ら
、葛
飾

で
」、「
人
が
育
つ
ま
ち・
葛
飾
」と
し
て
多
く
の
皆
様
に

選
ば
れ
る
よ
う
、一
層
の
子
育
て・
子
育
ち
支
援
を
進
め

て
い
ま
す
。

■「
新
金
線
の
旅
客
化
」

　
〜
安
全
・
安
心
・
快
適
な
交
通
環
境
の
実
現
〜

葛
飾
区
の
交
通
環
境
は
、東
西
方
向
の
鉄
道
網
と
、

南
北
方
向
を
基
本
と
し
た
バ
ス
路
線
網
で
公
共
交
通

網
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、平
地
が
広
が
る
地
形
で
あ
る

こ
と
か
ら
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
区
民
に

自
転
車
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、南
北
方
向
を
結

ぶ
鉄
道
が
な
い
こ
と
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

南
北
移
動
の
利
便
性
を
高
め
、沿
線
地
域
を
は
じ
め
と

す
る
区
内
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、新
金
線
旅

客
化
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
組
を
加
速
さ
せ
て
い

ま
す
。

ま
た
、循
環
バ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
バ
ス
交
通
の
充

実
を
は
じ
め
、自
動
運
転
や
M
a
a
S
な
ど
の
先
端
技

術
の
進
展
に
も
注
視
し
な
が
ら
、区
民
生
活
の
足
を
支

え
る
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
齢
社
会
へ
対
応
し
、子
育
て
し
や
す
く
暮
ら
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、あ
ら
ゆ
る
人
が
安
全・

安
心
・
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境
の
実
現
に
向
け

て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

子ども未来プラザ鎌倉

新金線のイメージ
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■
東
村
山
市
の
概
要

東
村
山
市
は
、東
京
都
の
北
西
部
に
位
置
し
、北
は

狭
山
丘
陵・柳
瀬
川
に
よ
っ
て
埼
玉
県
所
沢
市
、東
か
ら

南
東
は
清
瀬
市
、東
久
留
米
市
、南
は
小
平
市
、西
は

東
大
和
市
に
接
し
て
い
ま
す
。市
内
に
は
八
国
山
、新

東
京
百
景
の一つ
と
な
っ
て
い
る
北
山
公
園
な
ど
の
自
然

の
ほ
か
、縄
文
遺
跡
の
下
宅
部
遺
跡
、建
築
国
宝
で
あ

る
正
福
寺
千
体
地
蔵
堂
、東
京
で
唯
一の
国
立
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所「
多
磨
全
生
園
」が
あ
り
、自
然
と
歴
史
が

残
る
魅
力
豊
か
な
市
で
す
。

■
連
続
立
体
交
差
事
業
と
あ
わ
せ
た
東
村
山
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り

現
在
、東
村
山
駅
周
辺
で
は
東
京
都
が
事
業
主
体

と
な
り
、西
武
鉄
道
株
式
会
社
、東
村
山
市
の
3
者
で

連
携
し
て
連
続
立
体
交
差
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。本

事
業
に
よ
り
西
武
鉄
道
新
宿
線
、国
分
寺
線
、西
武
園

線
の
延
べ
約
4
・
5
㎞
の
区
間
が
連
続
的
に
立
体
交
差

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、5
か
所
の
踏
切
が
除
却
さ
れ
、交

通
渋
滞
の
解
消
や
安
全
性
が
向
上
さ
れ
ま
す
。

東
村
山
市
で
は
、本
事
業
と
あ
わ
せ
た
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、「
東
村
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
実
行
プ
ラ
ン
」を
令
和
4（
2
0
2
2
）年
3
月
に

策
定
し
ま
し
た
。そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド「
に
ぎ
わ
い・
交
流

の
創
出
に
向
け
て
」の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
高
架
下
空
間

の
利
用
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
ま
ち

　
た
の
し
む
ら
や
ま

東
村
山
市

■
社
会
実
験
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト

　「
そ
ら
い
ち
東
村
山
」

連
続
立
体
交
差
事
業
に
よ
る
高
架
下
空
間
や
駅
周

辺
整
備
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
公
共
空
間
に
お
い
て
持
続

的
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の

方
々
と
連
携
し
、将
来
の
ま
ち
の
担
い
手
と
な
る
方
々

と
ま
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
も
必
要
な
要
素
で
す
。

そ
の
取
組
の
一
歩
と
し
て
、市
民
や
市
内
事
業
者
の

方
々
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
社
会
実
験

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト「
そ
ら
い
ち
東
村
山
」を
企
画
し
、

令
和
4（
2
0
2
2
）年
5
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

「
そ
ら
い
ち
東
村
山
」で
は
、見
慣
れ
な
い
マ
ル
シ
ェ
ス

タ
ン
ド
や
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、ス
チ
ー
ル
パ
ン
の
演
奏

が
流
れ
る
中
、飲
食
や
手
作
り
雑
貨
な
ど
の
物
販
、子

ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
、約
30
の
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
集
ま
り
、来
場
さ
れ
た
方
々
は
思

い
思
い
に
空
間
を
楽
し
み
、ま
た
出
店
者
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
育
ま
れ
、終
始
賑
わ
い
の
あ
る
光
景
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
空
間

形
成
や
ま
ち
へ
の
波
及
効
果
、新
た
な
人
の
動
き
や
地

域
経
済
へ
の
活
性
化
等
一
定
の
成
果
を
得
た
一
方
で
新
た

な
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
繰
り
返
し
行
い
、市
民

の
方
々
が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出
に
つ
い
て
、連
続
立
体

交
差
事
業
や
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設

を
整
え
な
が
ら
、市
民
の
方
々
と
一
緒
に
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト

両
輪
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
、限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を
有
効
活
用
し
、質
の

高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、I
C
T

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、社
会
全
体
で
生
活
様

式
や
働
き
方
に
急
激
な
変
化
が
生
じ
、現
在
の
行
政
手

法
の
あ
り
方
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
強
く
認
識
し
ま

し
た
。ま
た
、市
民
生
活
に
お
い
て
も
S
N
S
や
テ
レ

ワ
ー
ク
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、東
村
山
市
で
は
令
和

3（
2
0
2
1
）年
3
月
に「
東
村
山
市
第
5
次
総
合

計
画　

わ
た
し
た
ち
の
S
D
G
s
」を
策
定
し
、市
民

や
事
業
者
な
ど
と
の
連
携
や
著
し
い
進
展
を
遂
げ
て
い

高架化工事が進む東村山駅周辺の様子
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区市町村だより

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
新
し
い
手
法
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
な
が
ら
、長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
デ
ジ
タ
ル
の
チ
カ
ラ
で
素
敵
な
明
日
へ（
D
X
推
進

の
取
組
）

東
村
山
市
で
は
、令
和
元（
2
0
1
9
）年
度
に「
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を

設
置
し
、R
P
A
の
導
入
や
公
民
連
携
に
よ
る
ワ
ー
ク

プ
レ
イ
ス
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
や
働
き
方
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の

間
の
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
、庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
一
気
に
加
速
化
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
2（
2
0
2
0
）年
度
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
業
務
継
続
性
の
確
保
や
職
員
の
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
等
を
目
的
に
、テ
レ
ワ
ー
ク
用
P
	C	

1
0
0
台
及
び
W
E
B
会
議
用
P
C
を
導
入
し
、運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
に
は
、職
員
が
場
所
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、創
造
的
か
つ
効
率
的
に
働
く

こ
と
が
で
き
る「
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
」の
構
築
の

一
環
と
し
て
、本
庁
舎
及
び
周
辺
施
設
に
お
け
る

L
G
W
A
N
接
続
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
無
線
化
、庁
内

の
各
会
議
室
等
へ
の
大
型
提
示
装
置
や
大
型
モ
ニ
タ
ー

の
設
置
、自
治
体
専
用
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の

全
庁
的
導
入
等
を
進
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、ア
ナ
ロ
グ・
紙
媒
体
を
メ
イ

ン
と
し
た
働
き
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
最
大
限
に

活
用
し
た
働
き
方
へ
と
大
き
く
変
化
し
、業
務
の
効
率

化
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
、意
思
決
定
の
迅
速

化
、ペ
ー
パ
レ
ス
化
な
ど
、様
々
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、フ
ォ
ー
ム
作
成
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
イ
ベ
ン
ト

の
申
し
込
み
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
市
民
や
事
業
者
の
方

に
と
っ
て
の
利
便
性
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。令

和
4（
2
0
2
2
）年
3
月
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
の
チ

カ
ラ
で
素
敵
な
明
日
へ
」を
合
言
葉
に
市
職
員
と
市

民
、民
間
事
業
者
、団
体
等
と
と
も
に
地
域
全
体
の

D
X
実
現
を
目
指
す「
東
村
山
市
D
X
推
進
基
本
方

針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
は
、外
部
人
材
と
し
て
令
和
4（
2
0
2
2
）

年
4
月
か
ら
任
用
し
た
C
I
O
補
佐
官
か
ら
も
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、ま
ち
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
に

利
便
性
、快
適
さ
、健
や
か
さ
、安
全
・
安
心
、生
き
が
い

や
働
き
が
い
、社
会
的
な
つ
な
が
り
、た
の
し
さ
、成
長

や
自
己
実
現
、ま
ち
の
魅
力
な
ど
、様
々
な
価
値
を
も

た
ら
す
よ
う
な
D
X
を
目
指
し
、更
な
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

「そらいち東村山」という名称や、「～みちくさすれば、まちが見つかる～」「市民
が東村山の魅力を再発見する」というコンセプトは、話し合いを重ねる中で生まれ
たものです。

デジタル機器を活用した打ち合わせの様子CIO 補佐官による庁内研修の様子
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

稲
城
市
は
、都
心
か
ら
南
西
に
約
25
㎞
の
距
離
に
位

置
し
、面
積
17
・
97
㎢
、人
口
約
9
・
3
万
人
の
ま
ち
で

す
。土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
進
展
に
伴
い
人
口
が
急

増
し
て
お
り
、令
和
22（
2
0
4
0
）年
ま
で
の
人
口
推

移
は
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、多
摩
川
及

び
多
摩
丘
陵
を
中
心
と
し
た
、水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
環
境
の
中
に
住
宅
地
が
広
が
り
、約
9
割
の

市
民
か
ら「
住
み
や
す
い
」と
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

住
宅
地
の
地
価
公
示
価
格
は
9
年
連
続
で
上
昇
し
て

お
り
、令
和
4（
2
0
2
2
）年
地
価
公
示
価
格
で
は
、

ほ
ど
よ
く
田
舎
、 

ほ
ど
よ
く
都
会
な
ま
ち

稲
城
市

多
摩
地
域
の
中
で
最
も
高
い
上
昇
率
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
3（
2
0
2
1
）年
11
月
1
日
に
は
、市
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

市
で
は
令
和
3（
2
0
2
1
）年
3
月
に
今
後
の
10

年
を
見
据
え
た
最
上
位
計
画
と
し
て「
第
五
次
稲
城

市
長
期
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。将
来
都
市
像

に
掲
げ
て
い
る「
緑
に
つ
つ
ま
れ　

友
愛
に
満
ち
た
市
民

の
ま
ち　

稲
城
」は
、第
一
次
か
ら
第
五
次
ま
で
の
長
期

総
合
計
画
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、時
代
が
変
わ
れ
ど
も

受
け
継
ぐ
べ
き
普
遍
の
価
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
計

画
で
は
、将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、5
つ
の
基
本

目
標
を
定
め
、行
政
施
策
の
分
野
を
体
系
化
し
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。ま
た
、特
に
必
要
な
視
点
と
し
て
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
市
民
の
力
が
ま
ち
づ
く
り
の
中
に

活
き
る
こ
と
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
通

し
て
S
D
G
s
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
、2
0
4
0
年

問
題
に
向
け
て
段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
、

以
上
の
3
点
を
挙
げ
、ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。次
項
以
降
で
、各
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た

令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
の
主
な
施
策
を
紹
介
し
ま

す
。

【
子
育
て・教
育・文
化
　
〜
育
ち・学
び
を
通
じ
て
だ
れ

も
が
輝
け
る
ま
ち
〜
】

市
は
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
進
展
に
伴
い
、子
育

て
世
代
の
転
入
が
増
加
し
、15
歳
未
満
の
人
口
割
合
が

島
し
ょ
部
を
除
い
て
都
内
で
最
も
高
い
ま
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。平
成
27（
2
0
1
5
）年
度
に
は
、土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
内
に
新
た
に
南
山
小
学
校
が
開
校
し

記念誌に関する市HP
（記念誌QRコード）

市制施行 50 周年を記念して作成した記念誌

ま
し
た
。児
童
数
の
更
な
る
増
加
に
よ
り
、令
和
6

（
2
0
2
4
）年
度
に
は
普
通
教
室
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、校
舎
の
増
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。ま

た
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
、学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
拡
大
を
図

る
た
め
、学
童
ク
ラ
ブ
の
増
築
工
事
も
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、市
で
は
、学
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、学
童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
を
図
っ
て
お

り
、令
和
4（
2
0
2
2
）年
4
月
に
は
新
た
に
公
設

民
営
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
保
健・医
療・福
祉
　
〜
だ
れ
も
が
地
域
で
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
〜
】

市
は
全
国
に
先
駆
け
て「
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」

を
実
施
す
る
な
ど
、高
齢
者
福
祉
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
は
、在
宅
高
齢

者
の
対
面
に
よ
る
見
守
り
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的

に
、通
信
機
能
を
備
え
て
い
る
I
o
T
電
球
及
び
セ
ン

サ
ー
を
活
用
し
た
見
守
り
事
業
を
試
行
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
な

広
が
り
を
見
せ
る
中
、稲
城
市
立
病
院
を
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、感
染
患
者
の
受
入
れ
や
そ
の
た
め
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。令
和
4

（
2
0
2
2
）年
度
は
、市
内
乳
幼
児
施
設
・
学
校
等
の

施
設
で
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、各
施
設
に
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
を
整
備
し
て
い
ま
す
。ま
た
、7
月
以
降
の
急

激
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、市
内
の
診
療
体
制
が
逼
迫

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、独
自
の
P
C
R
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
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【
環
境・経
済・観
光
　
〜
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
活
力
あ
ふ

れ
る
賑
わ
い
の
ま
ち
〜
】

市
で
は
全
国
の
市
区
町
村
で
は
38
番
目
と
な
る
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
を
策
定
し
、自
然
環
境
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。現
在
、市
内
の
森
林
に
お
い
て

ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、市
有
地
に
お
け
る

対
策
だ
け
で
は
な
く
、民
有
地
に
お
け
る
ナ
ラ
枯
れ
の

予
防
、駆
除
等
の
対
策
費
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
は
自
転
車
を
楽
し
め
る
場
所
が
豊
富
に
あ

り
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
自
転
車

競
技
コ
ー
ス
の一
部
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
自
転
車
の
ま

ち
稲
城
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。令
和
3（
2
0
2
1
）年

度
に
は
、メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
河
原
邦
男
氏
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
、自
転
車
の
ま
ち
を
象
徴
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
オ
ネ
カ
ン
戦
士
稲
城
ペ
ダ
リ
オ
ン
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
に
は

そ
の
着
ぐ
る
み
を
制
作
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
普

及
啓
発
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

【
都
市
基
盤
整
備・消
防・防
犯
　
〜
安
全
で
だ
れ
も
が

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
〜
】

市
は
、島
し
ょ
部
を
除
い
て
都
内
で
は
唯
一
市
単
独
で

消
防
本
部
を
有
し
て
お
り
、地
域
や
防
災
関
係
団
体
、

消
防
団
と
連
携
し
た
体
制
を
構
築
し
、円
滑
な
消
防
・

防
災
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、令
和
2

（
2
0
2
0
）年
度
の
出
火
率（
人
口
1
万
人
当
た
り

の
出
火
件
数
）は
1
・
64
件
で
、都
内
の
出
火
率
2
・
67

件
と
比
較
す
る
と
低
い
水
準
で
火
災
件
数
を
抑
止
し

て
い
ま
す
。令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
は
、長
期
化
す

る
災
害
現
場
で
も
、消
防
隊
員
の
呼
吸
用
保
護
器
具

で
あ
る
空
気
呼
吸
器
に
、よ
り
短
時
間
で
充
填
で
き
る

機
器
を
整
備
し
、消
防
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

【
市
民・行
政
　
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
持
続
可
能
な
市
民

の
ま
ち
〜
】

市
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ォ
ス

タ
ー
シ
テ
ィ
市
と
令
和
3（
2
0
2
1
）年
7
月
に
姉
妹

都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。令
和
4（
2
0
2
2
）

年
度
は
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市

民
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
に

訪
問
す
る
た
め
の
事
業
費
の一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、市
で
は
自
治
体
D
X
の
推
進
と
し
て
、A
I

―
O
C
R
及
び
R
P
A
技
術
の
試
行
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
ス
キ
ル
、メ
ー
ル・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
や
便
利
ア
プ
リ
の
使
い
方
を

学
べ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

フォスターシティ市民との交流の様子

「オネカン戦士稲城ペダリオン」のモニュメント

Ⓒ稲城市
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

八
丈
町
は
、東
京
都
の
伊
豆
諸
島
の
島
の
1
つ
で
、東

京
の
南
方
海
上
2
8
6
㎞
に
位
置
し
、面
積
が
69
・
11

㎢
の
ひ
ょ
う
た
ん
の
形
を
し
た
島
で
す
。ま
た
、八
丈
島

の
北
西
9
・
6
㎞
に
は
八
丈
小
島
が
あ
り
ま
す
が
、昭

和
44（
1
9
6
9
）年
6
月
に
島
民
全
員
が
離
島
し
現

在
は
無
人
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。近
年
は
ク
ロ
ア
シ
ア
ホ

ウ
ド
リ
が
飛
来
す
る
よ
う
に
な
り
、最
北
端
の
繁
殖
地

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。八
丈
島
の
主
な
産
業
は
、

観
光
、農
業
、漁
業
に
な
り
ま
す
。昭
和
40
年
代
、ま
だ

海
外
旅
行
が
一
般
的
で
な
か
っ
た
時
代
に
は
、新
婚
旅
行

の
行
き
先
と
し
て
八
丈
島
に
多
く
の
方
が
訪
れ「
東
洋

の
ハ
ワ
イ
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。商
工
業
で
は
、主
な

も
の
と
し
て
焼
酎
造
り
や
く
さ
や
加
工
、伝
統
的
工
芸

品
の
本
場
黄
八
丈
織
が
あ
り
ま
す
。

八
丈
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、空
路
は
羽
田
空
港
よ
り

ジ
ェッ
ト
機
が
1
日
3
便
、海
路
は
東
京
竹
芝
桟
橋
よ

り
大
型
客
船
が
毎
日
就
航
し
て
い
ま
す
。所
要
時
間
は

ジ
ェッ
ト
機
が
55
分
、大
型
客
船
は
三
宅
島
、御
蔵
島
を

経
由
し
て
10
時
間
25
分
で
す
。令
和
4（
2
0
2
2
）

年
10
月
1
日
現
在
の
人
口
は
、7
0
7
8
人
で
年
々
減

少
し
て
お
り
、高
齢
化
率
は
40
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

■
ク
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
町

八
丈
町
は
、自
然
の
営
み
が
も
た
ら
す
再
生
可
能
エ

と
も
に
支
え
あ
う
あ
た
た
か
い
町

八
丈
町

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。平
成
26（
2
0
1
4
）年
に
は
地
域
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
を
策
定
し
、地
域
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
地
域
固
有
の
財
産
と
位
置
づ
け
、

そ
の
活
用
に
よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
オ
リ
ッ
ク
ス（
株
）と
地
熱
発

電
利
用
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
令
和
6

（
2
0
2
4
）
年
度
の
運
転
開
始
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
町
の
産
業

農
業
は
、島
の
自
然
条
件
を
生
か
し
、フ
ェニッ
ク
ス・ロ

ベ
レ
ニ
ー
を
中
心
と
し
た
花
卉
園
芸
を
基
軸
に
、八
丈
フ

ル
ー
ツ
レ
モ
ン
や
明
日
葉
な
ど
特
色
あ
る
農
産
物
を
生

産
し
て
い
ま
す
。ま
た
、フ
ェニ
ッ
ク
ス・ロ
ベ
レ
ニ
ー
の
生

産
量
に
つ
い
て
は
、市
場
で
は
大
き
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て

い
ま
す
が
、生
産
者
の
高
齢
化
、担
い
手
の
減
少
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
後
継
者
対
策
と
し
て
新
規
就
農
者
を
育
成

す
る
た
め
に
、平
成
20（
2
0
0
8
）年
に
農
業
担
い
手

育
成
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、原
則
4
年
の
研
修
期

間
を
経
て
、こ
れ
ま
で
に
11
名
の
方
が
研
修
を
修
了
し

新
規
就
農
者
と
し
て
自
営
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、研

修
用
の
圃
場
も
拡
大
し
、6
名
の
方
が
研
修
を
受
け
て

い
ま
す
。

漁
業
は
、地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
漁
獲
量
の
減

少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、八
丈
島
漁
協
女

性
部
で
は
、八
丈
島
で
獲
れ
た
魚
を
加
工
し
、島
内
外

の
学
校
給
食
メ
ニュ
ー
と
し
て
出
荷
し
て
お
り
、子
供
達

に
食
べ
や
す
い
と
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、都
内

の
小
学
校
を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
に
取
り
組
ん
で
い

みはらしの湯大坂トンネルからの眺望
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ま
す
。内
容
と
し
て
は
、島
の
漁
業
や
水
産
物
の
魅
力

発
信
、「
魚
食
」を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
魚
の
さ
ば
き
方

や
料
理
を
教
え
る
食
育
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
業
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
観
光
客
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
4（
2
0
2
2
）年
の
春
以
降
は
団
体
客
数
個
人

客
数
と
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
が
続
い
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
も
再
開
し
、夏
休

み
期
間
中
に
は
6
団
体
2
0
1
名
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。特
に
多
か
っ
た
の
が
サ
ッ
カ
ー
で
95
名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
、南
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
子
供

た
ち
が
元
気
に
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
に
励
ん
で
い

ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
通
じ
て
八
丈
島
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、大
人
に
な
っ
て
も
八
丈
島
に
来
て
も
ら

う
よ
う
お
互
い
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
事
業
へ
の
取
組

町
は
、（
株
）み
ず
ほ
銀
行
、み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
株
）と
令
和
4（
2
0
2
2
）年
8
月
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
及
び
D
X
推
進
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
東
京
都
が
令
和
4

（
2
0
2
2
）年
度
に
新
設
し
た「
東
京
宝
島　

サ
ス
テ

ナ
ブ
ル・ア
イ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
」に
お
け
る
戦
略
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て「
八
丈
島
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活
か
し

た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
出
」に
取
り
組
み
ま

す
。事

業
内
容
に
つ
い
て
は
、集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
な
ど
近
年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
、観
光
業
や
商
工

業
、飲
食
業
の
消
費
減
少
な
ど
社
会
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、観
光
、水
産
業
、防
災
、減
災
な
ど
に
対
す

る
D
X
の
導
入
に
な
り
ま
す
。観
光
D
X
で
は
、A
I

を
活
用
し
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
予
想
精
度

を
高
め
た
り
、温
泉
施
設
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
観

光
ア
プ
リ
の
開
発
、防
災
D
X
で
は
津
波
監
視
目
的
の

定
点
カ
メ
ラ
、集
中
豪
雨
な
ど
の
土
砂
崩
れ
予
兆
検
知

と
し
て
雨
量
計
や
傾
斜
計
を
設
置
し
、安
心
・
安
全
な

地
域
社
会
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
八
丈
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
に
向
け
て

八
丈
島
に
お
け
る
課
題
の
一つ
は
人
口
減
少
に
あ

り
、移
住
者
の
受
け
入
れ
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、移
住
者
の
受
入
れ
に
は
、「
職
、住
居
」が
不

可
欠
で
す
。八
丈
町
で
は
、地
元
N
P
O
と
協
力
の
も

と
令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
に
空
き
家
の
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。令
和
4
年（
2
0
2
2
）度
は
、持
ち
主

の
貸
借
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。ま

た
、中
小
企
業
の
従
業
員
確
保
と
移
住
者
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
東
京
都
の
補
助

金
を
活
用
し
、町
が
認
め
る
企

業
に
就
職
し
た
移
住
者
や
所

属
す
る
会
社
が
他
の
地
域
に

あ
っ
た
場
合
で
も
、テ
レ
ワ
ー
ク

を
行
う
移
住
者
に
対
し
、定
住

支
援
金
を
交
付
す
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、安
定

し
た
雇
用
の
創
出
や
定
住
促

進
・
島
外
か
ら
の
移
住
受
入
を

推
進
し
、活
力
の
あ
る
安
心
・
安

全
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農業担い手育成研修センター
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区
民
の
幸
福
実
感
の

向
上
を
目
指
し
て

荒
川
区
長

西
川
　
太
一
郎

■
ふ
る
さ
と
荒
川
の
た
め
に

荒
川
区
は
、
住
商
工
が
混
在
す
る
街
並
み
を
都
電
が
駆
け
る
下
町
の

風
情
を
随
所
に
残
し
つ
つ
、
再
開
発
等
の
新
し
い
街
づ
く
り
が
進
む
、

懐
か
し
さ
と
新
し
さ
が
混
じ
り
合
っ
た
街
で
す
。
私
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
と
の
一
心
で
、
平
成
16

（
2
0
0
4
）年
11
月
に
区
長
に
就
任
し
て
以
来
、
国
政
や
都
政
で
の
経

験
も
フ
ル
に
活
用
し
て
、
日
夜
ひ
た
む
き
に
区
政
と
向
き
合
い
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

■
区
民
の
幸
せ
の
実
現
を
目
指
し
て

区
長
就
任
当
初
か
ら
「
区
政
は
区
民
を
幸
せ
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
区
の
ド
メ
イ
ン
（
仕
事
の
領
域
）
と
し
て
掲
げ
、

全
て
の
職
員
と
共
有
し
て
区
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
区
民

生
活
に
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
の
職
員
が
、
こ
う
し
た
思
い
や
地
域

へ
の
愛
着
を
持
っ
て
区
民
と
接
す
る
こ
と
が
、
多
く
の
区
民
が
希
求
す

る
幸
福
の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
区
の
仕
事
の
成
果
を
客
観
的
に
評
価
す
る
指
標
と

し
て
、
荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
グ
ロ
ス
・
ア
ラ
カ
ワ
・
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
＝

G
A
H
）
を
定
め
、
基
本
計
画
や
行
政
評
価
制
度
と
も
連
動
さ
せ
な
が

ら
各
種
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
地
域
団
体
の
代
表
の

方
々
に
地
域
で
の
推
進
役
と
な
る
G
A
H
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
お
願
い

し
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
社
会
や
区
民
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
区
民
の
幸
福
実
感
の
向
上
に
つ
な
が

る
施
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
的
確
に
実
行
し
、
区
政
を
よ
り
よ
い
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
力
を
生
か
し
た
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
の
支
援
は
、
我
々
大
人

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
い
う
信
念
の
下
、
こ
れ
ま
で
子
育
て

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
特
別
区

長
会
が
連
帯
し
て
国
・
都
に
働
き
掛
け
、
法
改
正
に
よ
り
区
が
設
置

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
児
童
相
談
所
は
、
荒
川
区
で
は
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
か
ら
子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。
庁
内
関
係
部
署
や
地
域
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

総
合
的
な
相
談
・
支
援
体
制
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
よ
り
相
談

し
や
す
く
な
っ
た
」
「
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
等
、
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
5

（
2
0
2
3
）年
度
に
は
、
誘
致
し
た
児
童

養
護
施
設
の
開
設
も
控
え
て
お
り
、
今
後
も

関
係
機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で
し
っ
か
り
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
取
組
に
も

注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
高
齢
者
福
祉
の

分
野
で
は
、
昔
な
が
ら
の
助
け
合
い
の
精
神

が
息
づ
く
地
域
の
力
を
有
効
に
活
用
し
、
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
荒
川

こ
ろ
ば
ん
体
操
の
実
施
な
ど
、
地
域
の
団
体

や
事
業
者
等
と
連
携
し
て
地
域
全
体
で
見
守

り
、
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子ども家庭総合センター（児童相談所）
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ずいそう

障
が
い
者
福
祉
の
分
野
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
誘
致
の
ほ
か
、
障

害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
る
総
合
的
な
相
談
・
支
援

体
制
の
拡
充
や
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
を
推
進
し
て
お

り
、
今
後
も
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
更
に
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
読
書
を
通
じ
た
豊
か
な
心
を
育
む
街
づ
く
り

区
民
の
幸
福
実
感
を
高
め
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
誰
も
が
読
書
を

楽
し
み
、
学
び
な
が
ら
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
街
づ
く
り

に
つ
い
て
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
29（
2
0
1
7
）年
3
月
に
開
設
し
た
「
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
」

は
、
中
央
図
書
館
と
吉
村
昭
記
念
文
学
館
、
子
ど
も
ひ
ろ
ば
が
一
体
と

な
っ
た
複
合
施
設
と
し
て
年
間
60
万
人
以
上
に
利
用
さ
れ
、
令
和
4

（
2
0
2
2
）年
度
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
各
所

か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
3

（
2
0
2
1
）年
2

月
に
開
設
し
た
尾
久

図
書
館
で
は
、
区
立

宮
前
公
園
内
と
い
う

立
地
を
生
か
し
て
自

然
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

術
文
化
等
の
イ
ベ
ン

ト
や
区
民
参
加
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
が
広
が
る
多
彩
な

事
業
を
展
開
し
、
小

中
学
校
の
学
校
図
書

館
で
は
、
国
の
基
準

を
大
幅
に
上
回
る
蔵
書
を
そ
ろ
え
、
学
校
司
書
を
全
校
に
常
駐
で
配
置

し
、
区
立
図
書
館
と
も
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

「
あ
る
都
市
の
文
化
度
は
、
そ
こ
に
あ
る
図
書
館
で
決
ま
る
」
と

は
、
取
材
の
た
め
に
全
国
各
地
の
図
書
館
を
巡
り
歩
き
、
数
多
く
の
作

品
を
世
に
送
り
出
し
た
、
荒
川
区
に
も
所
縁
の
あ
る
吉
村
昭
先
生
の
言

葉
で
す
。
今
後
も
、
誰
も
が
気
軽
に
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
読
書
を
通
じ
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
を
よ
り
一
層

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
区
民
の
輝
く
笑
顔
の
た
め
に

令
和
4
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
都
内
唯
一
の
区

立
遊
園
地
で
あ
る
あ
ら
か
わ
遊
園
は
、
日
々
、
非
常
に
多
く
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
来
園
者
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
方
々

が
自
粛
等
で
窮
屈
な
思
い
を
さ
れ
て
き
た
中

で
、
区
民
等
の
こ
う
し
た
姿
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
の
仕
事
の
醍
醐
味
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
私
の
思

い
、
区
政
運
営
の
ほ
ん
の
一
端
し
か
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
感
染
症

対
策
や
防
災
対
策
等
、
直
面
す
る
課
題
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
街
づ

く
り
や
少
子
高
齢
化
対
策
等
の
長
期
に
及
ぶ

地
道
な
取
組
が
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
も
着

実
に
推
進
す
る
な
ど
、
区
政
運
営
に
こ
れ
か

ら
も
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

尾久図書館
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受
け
継
が
れ
る

「
桑
都
・
八
王
子
」
　

夢
と
希
望
を
持
て
る

ま
ち
へ

八
王
子
市
長

石
森
　
孝
志

■
人
と
自
然
が
調
和
す
る
ま
ち「
八
王
子
」

東
京
都
の
西
部
に
位
置
し
、
中
央
道
・
圏
央
道
の
3
つ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
、
J
R
・
私
鉄
合
わ
せ
て
21
の
駅
が
あ
る
、
八
王
子
市
。

都
心
に
近
い
利
便
性
を
持
ち
な
が
ら
、
数
千
種
類
に
及
ぶ
動
植
物
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
高
尾
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。

平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
に
は
都
内
初
と
な
る
中
核
市
へ
移
行
し
、

平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
に
は
市
制
1
0
0
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
、
次
の
1
0
0
年
に
向
け
て
更
な
る
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
次
代
を
担
う
子
ど
も
と
家
族
を
支
援
す
る「
ひ
と
づ
く
り
」

3
期
10
年
に
わ
た
る
市
政
の
中
で
、「
攻
め
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
政
治

信
条
に
、
積
極
的
な
市
政
運
営
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
一
貫

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

を
中
心
と
し
た
「
ひ
と
づ
く
り
」
で
す
。

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
し
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
「
八
王
子
版
ネ
ウ
ボ

ラ
」
の
導
入
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
放
課
後
を
過

ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
も
注
力
し
、
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
4
月

に
は
学
童
保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
。
市
内
5
箇
所

の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
進
め
て
お
り
、
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年

度
中
に
は
、
市
立
37
中
学
校
の
全
生
徒
が
温
か
い
食
事
を
と
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
総
合
大
学
・
美
術
大
学
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
の
特

色
あ
る
21
大
学
等
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
学
園
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

年
間
1
0
0
以
上
の
講
座
が
大
学
か
ら
提
供
さ
れ
る
市
民
大
学
の
「
い

ち
ょ
う
塾
」
の
ほ
か
、
各
校
で
も
独
自
の
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、
ま

す
ま
す
重
要
性
を
増
す
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
機
会
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
大
学
等
や
学
生
の
知
見
を
活
か
し
、
市
民
・
企
業
・

市
が
と
も
に
地
域
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
な
ど
、
大
学
等
は
本
市
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
多
彩
な
知
が
集
積
す
る
「
学

園
都
市
八
王
子
」
の
価
値
は
一
層
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

■
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る「
ま
ち
づ
く
り
」

「
ひ
と
づ
く
り
」
と
と
も
に
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
力
を
注
い
で
き

た
の
が
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

J
R
八
王
子
駅
南
口
に
位
置
す
る
八
王
子
医
療
刑
務
所
跡
地
に
お
い

て
、
本
市
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
八
王
子
駅
南
口
集
い
の
拠

点
整
備
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
せ
る
防
災
機
能
が
あ
る
公
園
」、

「
八
王
子
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
歴
史
・
郷
土
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、「
学

び
、
ふ
れ
あ
い
、
交
流
で
き
る
居
心
地
の
良
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」、「
み
ん

な
の
居
場
所
と
な
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
を
備
え
た
複
合
施
設
を
官
民
連

携
で
整
備
運
営
す
る
も
の
で
、
自
宅
で
も
、
学
校
・
職
場
で
も
な
い
市

民
の
生
活
の
質
を
高
め
る
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と
し
て
、
脱
炭
素
化
社

会
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
8

（
2
0
2
6
）
年
度
の
開
業
の
あ
か
つ
き
に
は
、
こ
の
新
た
な
拠
点
を
中

心
に
本
市
の
市
民
力
と
地
域
力
が
更
に
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
10
月
に
は
、
J
R
八
王
子
駅
と
京
王
八
王

子
駅
を
つ
な
ぐ
本
市
の
表
玄
関
と
も
言
う
べ
き
場
所
に
、
東
京
都
立
多

摩
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
東
京
た
ま
未
来
メ
ッ
セ
」
が
開
業
し
ま
し

た
。
多
摩
地
域
最
大
級
の
展
示
室
を
備
え
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
実
現

で
き
な
か
っ
た
展
示
会
や
国
際
会
議
な
ど
が
実
施
で
き
る
こ
の
施
設
を

活
用
し
、
多
彩
な
M
I
C
E
の
開
催
を
誘
致
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
令
和
5
（
2
0
2
３
）
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ずいそう

国の伝統工芸品に指定された「多摩織」

年
4
月
21
日
か
ら
の
3
日

間
、
本
市
で
3
回
目
と
な
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
エ
ス
フ
ォ
ル
タ
ア

リ
ー
ナ
八
王
子
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
東
京
2
0
2
0
大
会

に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
チ
ー
ム
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
し
、
今
な

お
選
手
と
市
民
と
の
交
流
は

続
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

を
き
っ
か
け
と
し
た
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

八
王
子
の
魅
力
を
広
く
世
界

に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
守
り
伝
え
て
き
た
歴
史・文
化
の
物
語

令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
に
は
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
活

か
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
「
霊
気
満
山　

高
尾
山　

～
人
々
の
祈
り
が
紡
ぐ

桑
都
物
語
～
」
が
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
史
跡
で
あ

る
八
王
子
城
跡
・
滝
山
城
跡
や
八
王
子
ま
つ
り
、
高
尾
山
な
ど
を
そ
の

構
成
文
化
財
と
し
て
、
八
王
子
市
民
が
守
り
伝
え
て
き
た
「
物
語
」
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
を
活
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
中
で
、
令

和
5
（
2
0
2
３
）
年
11
月
4
・
5
日
に
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
地
域
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
「
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

i
n 

桑
都
・
八
王
子
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国

か
ら
集
ま
る
皆
さ
ん
に
、
八
王
子
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
川
を　

渡
れ
ば
富
士
の　

雪
白
く　

桑
の
都
に　

青
嵐
吹
く

—

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
随
筆
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
平
安
時
代

の
西
行
法
師
が
詠
ん
だ
と
言
わ
れ
る
和
歌
で
、
養
蚕
や
織
物
で
栄
え
た

八
王
子
の
市
場
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

絹
産
業
や
機は

た
お織
り
と
と
も
に
培
わ
れ
た
技
術
と
、
人
々
の
交
流
は
、

「
桑
都
」
と
い
う
美
称
と
と
も
に
、
今
日
の
八
王
子
を
支
え
る
も
の
づ

く
り
産
業
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

花街の風情が残る黒塀で日本遺産の魅力を
PRする「桑都テラス」

ボルダリングワールドカップ（2018年）表彰式の様子

■「
未
来
の
八
王
子
」の
設
計
図

私
の
市
長
就
任
時
に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
継
承
し
た
う
え
で
、
中
核

市
移
行
後
は
じ
め
て
全
面
改
定
し
た
基
本
計
画
「
八
王
子
未
来
デ
ザ
イ
ン

2
0
4
0
」
が
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
民
力
と
地
域
力
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
地
域
自
治
」
と
、
対
話
と
共

感
か
ら
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
共
に
創
り
出
す
「
共
創
」
を
原
動

力
と
し
て
、
誰
も
が
豊
か
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
と
、
夢
と
希
望
が
持

て
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
あ
な
た
の
ま
ち
を
あ
る
け
る
ま
ち
。
八
王
子
」

を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
心
豊
か
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
島
」を

目
指
し
て

小
笠
原
村
長

渋
谷
　
正
昭

■
小
笠
原
村
の
概
要

小
笠
原
村
は
、
東
京
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
の
南
に
位
置
す
る
父
島
を

は
じ
め
と
し
た
、
日
本
列
島
や
大
陸
か
ら
は
遠
く
隔
絶
し
た
大
小
30
余

り
の
島
々
か
ら
成
り
ま
す
。
村
民
が
居
住
す
る
の
は
父
島
と
母
島
の
二

つ
の
島
で
、
人
口
は
両
島
合
わ
せ
て
2
6
0
0
人
に
満
た
な
い
小
さ
な

村
で
す
が
、
そ
の
行
政
区
域
は
、
今
な
お
噴
火
と
成
長
を
続
け
る
西
ノ

島
、
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
と
な
っ
た
硫
黄
島
、
日
本
最
東
端
の
南
鳥

島
（
マ
ー
カ
ス
島
）
、
日
本
最
南
端
の
沖
ノ
鳥
島
な
ど
広
範
囲
に
亘
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
島
々
の
存
在
に
よ
り
日
本
国
の
排
他
的
経
済
水
域

の
約
3
割
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

本
土
と
は
週
に
1
回
程
度
、
片
道
24
時
間
の
定
期
船
航
路
が
唯
一
の

交
通
路
と
な
っ
て
お
り
、
入
港
日
に
は
多
く
の
観
光
来
島
者
が
降
り
立

ち
、
ま
た
父
島
で
も
母
島
で
も
、
生
鮮
食
料
品
を
求
め
て
商
店
が
大
賑

わ
い
に
な
る
光
景
が
目
に
さ
れ
ま
す
。

小
笠
原
村
の
主
要
産
業
は
観
光
、
農
業
、
漁
業
で
す
。
観
光
は
、

「
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
」
と
言
わ
れ
る
海
洋
島
な
ら
で
は
の
澄
み
切
っ
た
深

い
青
を
湛
え
た
海
域
で
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ク
ジ
ラ
・
ド
ル
フ
ィ
ン

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
陸
域
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
島
内
の
随
所
に
残
る
太
平
洋
戦
争
の
爪

痕
を
巡
る
戦
跡
ツ
ア
ー
な
ど
が
人
気
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
年
間

2
万
5
0
0
0
人
を
超
え
る
観
光
来
島
者
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

農
業
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
や
島
レ
モ
ン

等
の
果
樹
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
、
亜
熱
帯
の
気

候
を
生
か
し
た
品
目
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

漁
業
で
は
6
月
頃
に
最
盛
期
を
迎
え
る
メ
カ

ジ
キ
を
は
じ
め
、
マ
グ
ロ
な
ど
の
大
型
回
遊

魚
、
島
で
は
オ
ナ
ガ
ダ
イ
と
呼
ば
れ
る
ハ
マ
ダ

イ
な
ど
の
底
釣
り
対
象
魚
な
ど
が
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
世
界
自
然
遺
産

小
笠
原
諸
島
は
他
の
陸
地
か
ら
隔
絶
し
た
海

洋
島
と
し
て
の
立
地
か
ら
、
島
に
た
ど
り
着
い

た
動
植
物
が
独
自
の
種
分
化
を
遂
げ
、
小
笠
原

に
し
か
い
な
い
数
多
く
の
固
有
種
が
み
ら
れ
ま

す
。
特
に
陸
産
貝
類
、
植
物
、
昆
虫
類
は
今
な

お
そ
の
進
化
の
過
程
に
あ
る
姿
を
見
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
独
自
の
生
態
系
が
評
価
さ
れ
、
平
成
23

（
2
0
1
1
）
年
に
日
本
で
4
番
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
隔
絶
さ
れ
た
立
地
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
生
態
系
は
、
人

の
往
来
、
活
動
な
ど
に
よ
り
侵
入
し
て
き
た
侵
略
的
外
来
種
に
は
弱

く
、
ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
と
い
っ
た
外
来
植
物
に
よ
る
固
有
植
物
の

生
息
域
圧
迫
、
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
固
有
植
物
の
食
害
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
ト
カ
ゲ
に
よ
る
固
有
昆
虫
の
捕
食
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
に

よ
る
固
有
陸
産
貝
類
の
捕
食
、
ノ
ネ
コ
や
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
海
鳥
類
や
オ

ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
繁
殖
阻
害
な
ど
、
現
在
進
行
形
で
そ
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
国
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
、
研
究
機
関
や

おがさわら丸出港時の見送り船陸のフィールドツアー（アカガシラカラスバト）
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ずいそう

多
く
の
研
究
者
な
ど
が
協
力
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
様
々
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
例
え
ば
観
光
で
は
ガ
イ
ド
事
業
者
に
よ
る
啓

蒙
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
靴
底
洗
浄
や
着
衣
に
付
着

し
た
外
来
植
物
の
種
子
除
去
を
徹
底
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
他
、
農

業
、
漁
業
、
ま
た
建
設
業
な
ど
の
経
済
活
動
に
お
い
て
も
、
「
世
界
自

然
遺
産
地
域
に
外
来
種
の
脅
威
を
持
ち
込
ま
な
い
」
努
力
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

小
笠
原
村
は
日
本
で
初
め
て
商
業
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
そ
の
当
初

か
ら
続
く
、
自
然
に
か
け
る
負
荷
を
減
ら
し
共
存
し
て
い
く
暮
ら
し
の

実
践
が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■「
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
島
」の
実
現
に
向
け
て

小
笠
原
諸
島
は
戦
後
の
米
国
に
よ
る
統
治
を
経
て
昭
和
43

（
1
9
6
8
）
年
に
本
土
復
帰
を
果
た
し
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
復

興
・
振
興
開
発
計
画
の
実
施
に
よ
り
生
活
環
境
が
整
え
ら
れ
、
新
た
に

定
住
し
た
若
い
世
代
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響
く
村
と
し

て
成
長
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
復
帰
か
ら
50
年
余
り
が
過
ぎ
、
当
初
に
整
備
さ
れ

た
多
く
の
施
設
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
は
老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
更
新
整
備

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
村
で
は
現
在
、
国
、
東
京
都
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

村
立
小
笠
原
小
中
学
校
の
改
築
、
母
島
保
育
園
の
移
転
改
築
を
始
め
と

し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
後
の
施
設
更
新
、
生
活
環
境
の

整
備
も
計
画
的
に
進
め
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
航
空
路
開
設
に
つ
い
て
も
、
貴

重
な
自
然
環
境
に
十
分
な
配
慮
を
し
な
が
ら
村
民
の
た
め
の
航
空
路
と

し
て
、
着
実
な
実
施
を
国
、
東
京
都
に
対
し
要
望
し
て
い
ま
す
。

第
4
次
小
笠
原
村
総
合
計
画
で
は
、
村
の
将
来
像
を
「
心
豊
か
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
島
」
と
位
置
づ
け
、
「
村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
超
遠

隔
離
島
に
暮
ら
す
う
え
で
の
制
約
を
理
解
し
た
う
え
で
、
自
立

す
る
力
と
互
い
に
支
え
合
う
力
を
基
礎
と
す
る
強
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な

環
境
整
備
や
産
業
の
活
性
化
を
進
め
て
安
心
で
安
定
し
た
暮

ら
し
の
基
礎
を
築
き
な
が
ら
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
の
流
れ
を
楽
し
め
る
、
小
笠
原
村
に
い
る
か
ら
こ

そ
実
践
で
き
る
生
活
の
豊
か
さ
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
通
し

て
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
、
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

村
民
と
の
対
話
を
進
め
な
が
ら
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
小

笠
原
村
は
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ホエールウォッチング（ザトウクジラ）

父島の大村集落遠景
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●
公
益
財
団
法
人

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
の
活
動
状
況

● 

概
要

当
協
会
は
、
東
京
都
内
の
区
市
町
村
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
に
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
等
）
の
収
益
金
等
を
活
用
し
、
区
市
町

村
の
財
政
支
援
の
た
め
の
貸
付
事
業
等
、
区
市
町
村
を
支
援

す
る
事
業
を
行
い
、
都
民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

○
令
和
4
年
度
の
事
業
活
動

令
和
4
年
度
に
実
施
し
た
事
業
（
令
和
5
年
1
月
末
現

在
）
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
宝
く
じ
の

交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
災
害
対
策
事
業
及
び
区
市
町
村

が
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
公
共
施
設
整
備
事
業
の
資
金
と

し
て
、
次
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

⑴
短
期
貸
付

短
期
貸
付
は
、
当
該
年
度
内
に
貸
付
・
償
還
さ
れ
る
も

の
で
、
主
と
し
て
災
害
対
策
事
業
や
緊
急
の
施
設
等
整
備

事
業
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
貸
付
総
額
50
億
円
の
枠
で
、
4
月
に

5
億
8
0
0
0
万
円
（
災
害
関
連
事
業
・
施
設
整
備
事

業
）の
資
金
が
1
町
1
村
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
長
期
貸
付

長
期
貸
付
対
象
は
、
地
方
債
の
届
出
、
同
意
又
は
許
可

さ
れ
た
事
業
と
し
、
貸
付
予
定
額
の
範
囲
内
で
東
京
都
に

区
市
町
村
別
の
枠
配
分
を
依
頼
し
、
そ
の
枠
配
分
に
基
づ

き
5
月
20
日
に
区
市
町
に
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

貸
付
額
は
、
特
別
区
が
11
区
42
億
9
0
0
0
万
円
、
市

町
村
が
22
市
町
村
43
億
2
6
6
0
万
円
、
一
部
事
務
組
合

11
億
6
6
1
0
万
円
で
総
額
97
億
8
2
7
0
万
円
で
し
た
。

〈
貸
付
利
率
〉

①
償
還
期
間
5
年
以
内
（
据
置
期
間
1
年
以
内
）

　

年
0
・
0
0
9
％

②
償
還
期
間
10
年
以
内
（
据
置
期
間
2
年
以
内
）

　

年
0
・
1
％

③
償
還
期
間
15
年
以
内
（
据
置
期
間
3
年
以
内
）

　

年
0
・
3
％

④
償
還
期
間
20
年
以
内
（
据
置
期
間
3
年
以
内
）

　

年
0
・
3
％

2
　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ
の
交
付

事
業ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

宝
く
じ
及
び
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
宝
く
じ
9
月
発
売
回
の
収
益

金
を
、
区
市
町
村
が
行
う
地
方
財
政
法
第
32
条
に
基
づ
く

公
共
事
業
や
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業
で
地
方
行

政
の
運
営
上
緊
急
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て

総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
で

す
。令

和
4
年
度
は
、
15
億
3
6
0
0
万
円
余
を
均
等
割

50
％
、
人
口
割
50
％
の
割
合
で
全
て
の
区
市
町
村
に
交
付

し
ま
す
。

3
　
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
宝
く
じ
及
び

ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
宝
く
じ
8
月
発
売
回
の
収
益
金
等
を
財
源
と

す
る
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
事
業
基
金
及
び
そ
の
基
金
運
用
益

を
充
当
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

⑴
区
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

東
京
の
62
区
市
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
緑
保
全
や
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
み
、
各
自
治
体
や
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
自
然
環
境
保
護
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推

進
を
図
る
た
め
の
事
業
に
対
し
、
総
額
1
億
3
4
1
4
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
東
京
39
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す

る
助
成

①
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

多
摩
・
島
し
ょ
地
域
の
市
町
村
の
各
種
広
域
連
携
活
動

の
立
ち
上
げ
や
既
存
の
連
携
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、
多

摩
・
島
し
ょ
の
魅
力
を
高
め
る
東
京
39
市
町
村
の
共
同
事

業
に
2
億
2
7
4
3
万
6
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
等
事
業

市
町
村
の
行
財
政
等
に
関
す
る
調
査
研
究
、
情
報
提
供

及
び
普
及
啓
発
を
行
い
自
治
の
振
興
を
図
る
事
業
に

1
億
2
9
9
3
万
3
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

③
多
摩
26
市
自
治
推
進
事
業
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東京都区市町村振興協会の活動状況

共
通
す
る
行
政
課
題
に
つ
い
て
の
、
政
策
提
言
や
観
光

地
域
づ
く
り
等
を
通
じ
て
都
内
26
市
の
自
治
の
振
興
を
図

る
事
業
に
1
億
5
1
4
1
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

④
多
摩
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

東
京
都
26
市
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

事
業
に
1
0
0
0
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑤
多
摩
島
し
ょ
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
関
す
る
事
業
を
支
援
又
は
活
性
化

し
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
自
治
体
業
務
の
効
率
化
を
促

進
す
る
事
業
に
3
億
9
0
1
0
万
7
千
円
を
助
成
し
ま

す
。

⑥
東
京
都
町
村
自
治
推
進
事
業

国
等
に
対
す
る
要
望
活
動
や
行
政
課
題
に
資
す
る
各
種

の
調
査
研
究
事
業
等
を
通
じ
て
東
京
都
13
町
村
の
自
治
の

振
興
を
図
る
事
業
に
7
7
1
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑦
西
多
摩
及
び
島
し
ょ
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

東
京
都
13
町
村
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
事
業
に
2
2
0
0
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑶
23
特
別
区
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

各
区
及
び
23
特
別
区
が
全
国
各
地
域
と
連
携
・
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
契
機
と
な
る
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
事
業
を
通
じ
て
、
東
京
を
含
め
た
各
地
域
の
経
済

の
活
性
化
、地
域
の
振
興
を
図
る
事
業
に
1
億
4
0
1
6
万

4
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

②「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
」
事
業

特
別
区
及
び
地
方
行
政
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
を
行
う
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
業
に

1
億
4
4
8
0
万
2
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

③（
仮
称
）
東
京
区
政
会
館
別
館
（
特
別
区
職
員
研
修

所
）
整
備
事
業

23
特
別
区
職
員
の
共
同
研
修
の
場
と
し
て
、
特
別
区
職

員
研
修
所
が
入
居
す
る
東
京
区
政
会
館
別
館
の
改
築
事
業

に
17
億
8
9
7
2
万
5
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑷
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村

振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業

特
別
区
制
度
に
係
る
調
査
研
究
（
特
別
区
制
度
懇
談
会

等
）、
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
、
公

益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
が
実
施
す
る
事
業
に

1
億
3
9
6
0
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
普
及

啓
発
等
事
業

市
町
村
の
行
財
政
等
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
機
関
誌

の
発
行
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
、
公
益
財
団
法
人
東
京
市
町

村
自
治
調
査
会
が
実
施
す
る
事
業
に
9
4
4
5
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

⑸
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
へ
の
助
成

行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
と
し
て
求
め

ら
れ
る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等
の
向
上
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
特
別
区
と
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
共
同

研
修
事
業
に
各
々
3
5
0
0
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑹
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

東
京
都
の
区
市
町
村
と
北
京
市
の
区
と
の
友
好
交
流
事

業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
考
慮
し
今
年
度
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

4
　
区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業

自
治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
市

町
村
の
自
然
や
文
物
、
行
政
活
動
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
す

る
区
市
町
村
の
情
報
誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は

し
」
を
3
0
0
0
部
発
行
し
、
区
市
町
村
職
員
及
び
一
般

住
民
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
配
布
し
ま
す
。

（参考）令和4年度の実績
○サマージャンボ・サマージャンボミニ+時効金+クイックワン
　発売時期 令和4年7月5日から8月5日まで

✤クイックワンは8月1日から8月31日までの分
　・東京都販売実績 95億 7,418万円
　・収益金配分額 23億 778万円
　・R3時効金  9,188万円
○ハロウィンジャンボ・ハロウィンジャンボミニ+時効金+クイックワン
　発売時期 令和4年9月21日から10月21日まで

✤クイックワンは9月1日から9月31日までの分
　・東京都販売実績 55億 9,456万円
　・収益金配分額 14億 8,825万円
　・R3時効金  4,780万円

※全額62市町村へ交付
●貸付・助成事業
・区市町村の施設整備等への資金貸付　97億8,270万円　貸付残高累計　877億2,182万円
・区市町村共同事業への助成

34億6,298万円（予定）
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○
令
和
5
年
度
の
事
業
計
画（
予
定
）

令
和
5
年
度
の
東
京
62
区
市
町
村
の
振
興
と
都
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
計
画
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業

区
市
町
村
に
対
し
、
災
害
に
関
す
る
事
業
及
び
施
設
等

整
備
事
業
の
資
金
と
し
て
、
短
期
及
び
長
期
の
貸
付
を
行

い
ま
す
。

⑴
貸
付
枠

貸
付
枠
は
、
短
期
貸
付
50
億
円
、
長
期
貸
付
1
1
0
億

円
⑵
貸
付
対
象
事
業

①
災
害
時
に
お
け
る
区
市
町
村
等
の
緊
急
融
資
事
業
及
び

災
害
防
止
対
策
事
業
等

②
区
市
町
村
等
に
お
け
る
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
施
設
等

整
備
事
業
（
た
だ
し
、
長
期
貸
付
に
あ
っ
て
は
、
地
方

債
の
届
出
、
同
意
又
は
許
可
を
受
け
て
い
る
事
業
）

⑶
貸
付
利
率

短
期
貸
付　

貸
付
日
の
財
務
省
財
政
融
資
資
金
満
期
一

括
償
還
5
年
以
内
の
貸
付
利
率
を
下
回
る
率
（
た
だ
し
、

当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
が
0
・
01
％
未
満
の
場

合
に
つ
い
て
は
、
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
と
同

率
）。
災
害
関
連
事
業
は
利
息
免
除
。

長
期
貸
付　

償
還
期
限
を
5
年
、
10
年
、
15
年
及
び
20

年
の
4
種
類
と
し
、
財
務
省
財
政
融
資
資
金
の
同
一
償
還

期
限
の
貸
付
利
率
を
下
回
る
率
（
た
だ
し
、
当
該
財
政
融

資
資
金
の
貸
付
利
率
が
0
・
01
％
未
満
の
場
合
に
つ
い
て

は
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
と
同
率
）。

2
　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ
の
交
付
事
業

令
和
5
年
度
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
収

益
に
係
る
東
京
都
交
付
金
を
均
等
割
50
％
、
人
口
割
50
％

の
割
合
で
全
て
の
区
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

3
　
区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

⑴
62
区
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成み

ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

⑵
東
京
39
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す

る
助
成

①
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
等
事
業

③
多
摩
26
市
自
治
推
進
事
業

④
多
摩
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

⑤
多
摩
・
島
し
ょ
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
事
務
処

理
効
率
化
推
進
事
業

⑥
東
京
都
町
村
自
治
推
進
事
業

⑦
西
多
摩
及
び
島
し
ょ
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

⑧
東
京
自
治
会
館
本
館
再
整
備
事
業
に
係
る
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
委
託
事
業

⑨
東
京
自
治
会
館
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
と
市
町
村
職
員
の

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
等
事
業

⑶
23
特
別
区
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る
助
成
　
　

①
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

②「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
」
事
業

③（
仮
称
）東
京
区
政
会
館
別
館
（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

整
備
事
業

⑷
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村

振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
事
業

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
普
及

啓
発
等
事
業

③
多
摩
東
京
移
管
1
3
0
周
年
事
業

⑸
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
に
対
す
る
助
成

行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
と
し
て
求
め

ら
れ
る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等
の
向
上
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業

⑹
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

都
内
区
市
町
村
と
北
京
市
の
区
と
の
間
の
友
好
交
流
事

業
4
　
区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業

自
治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
市

町
村
の
紹
介
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
た
区
市
町
村
の
情
報

誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
の
発
行
・
配
布
。
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今
号
で
は「
商
い
」を
テ
ー
マ
と
し
、私
た
ち
の
生
活

様
式
が
変
わ
り
ゆ
く
中
で
、商
店
街
や
商
店
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

巻
頭
の「
グ
ラ
ビ
ア
」で
は
、自
治
体
ご
と
の
商
い
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
取
組
に
つ
い
て
、写
真
と
と
も
に
紹

介
し
ま
し
た
。地
域
に
根
付
い
た
も
の
、新
し
く
考
案

し
た
も
の
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
も
の
な
ど
多

種
多
様
で
す
が
、人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
で
賑
わ
い

が
生
ま
れ
る
、と
い
う
点
は
共
通
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

続
い
て「
論
考
」で
は
、株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
立
川

の
岩
下
さ
ん
と
長
井
さ
ん
に
、こ
れ
ま
で
の
取
組
内
容

や
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
で
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら

う
、若
者
の
創
業
を
応
援
し
、商
店
街
な
ら
で
は
の
濃

密
な
人
間
関
係
を
生
か
し
て
ま
ち
の
人
と
つ
な
げ
て
い

く
な
ど
、わ
く
わ
く
す
る
内
容
に
胸
が
躍
り
ま
し
た
。

「
わ
た
し
と
東
京
」で
は
、建
築
史
家・建
築
家
の
藤

森
照
信
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。ご
自
宅
で
あ
る

タ
ン
ポ
ポ
ハ
ウ
ス（
国
分
寺
市
）の
建
築
に
当
た
り
、屋
根

と
壁
面
に
タ
ン
ポ
ポ
を
植
え
る
な
ど
、自
然
素
材
を
用

い
た
独
創
的
な
建
築
作
品
の
ル
ー
ツ
を
辿
り
ま
し
た
。

ま
た
、専
門
家
の
視
点
か
ら
東
京
の
建
築
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
改
め
て

そ
の
建
物
を
見
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
余
談
で
す
が
、編
集
の
合
間
に
、立
川
駅
南

口
の
商
店
街
や
、藤
森
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、江
戸
東
京
た
て
も
の
園
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
何
と
な
く
眺
め
て
い
た
場
所
も
、そ

の
歴
史
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
人
の
想
い
を
知
る
こ
と

で
、訪
れ
る
の
が
新
鮮
に
な
り
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、ご
多
用
の
中
、快
く
記
事
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
執
筆
者
の
皆
さ
ま・関
係
者

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

宝
く
じ

幸
運
の
女
神

◆
勝
野　

南
美（
か
つ
の　

み
な
み
）

趣
味・ス
ポ
ー
ツ
：
バ
レ
エ
、ピ
ア
ノ
、ゴ
ル
フ
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、ア

ク
シ
ョ
ン
映
画
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

抱　
　
　
　

負
：
学
生
の
頃
、
通
学
路
で
よ
く
見
て
い
た
宝
く
じ
売

り
場
に
並
ぶ
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
と
ワ
ク
ワ
ク

感
。
宝
く
じ
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
幸
せ
の
一

部
な
の
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
し
た
。
全
国
で
た

く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
い
、
よ
り
多
く
の
世
代
の

方
々
に
宝
く
じ
の
魅
力
を
伝
え
、
幸
運
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
、
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
！

◆
嶋
﨑　

百
萌
香（
し
ま
ざ
き　

も
も
か
）

趣
味・ス
ポ
ー
ツ
：
ド
ラ
マ
鑑
賞
、
甘
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
、
猫
と

遊
ぶ
こ
と
、
ダ
ン
ス

抱　
　
　
　

負
：	
全
国
各
地
で
の
出
会
い
を
大
切
に
、
た
く
さ
ん
の
方

に
宝
く
じ
の
魅
力
と
幸
運
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。
＂幸
運
と
夢
の
橋
渡
し

役
〟と
し
て
、
全
国
の
宝
く
じ
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
に	

お
会
い
で
き
る
こ
と
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！

	

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幸
運
の
女
神

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
宝
く
じ
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
や
、宝
く
じ
抽
せ
ん
会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
活
躍
。令
和
4
年
度
に
選
ば
れ
た
5
名
の「
女
神
」の
う
ち
東
京
都
在
住
の
2
名
を
紹
介
し
ま
す
。
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